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例 言 
１ 本書は，岩手県盛岡市永井第 25 地割地内に所在する，文化財保護法に基づく周知の埋蔵文化財包蔵地「荒屋遺跡」

における，有限会社タイキによる宅地造成工事に伴い盛岡市教育委員会が協定に基づき実施した発掘調査の報告書で

ある。 

２ 試掘調査として令和元年(2019)年 10 月 30・31 日に届出面積 4,117 ㎡を対象に第４次調査を実施した。その結果遺

構遺物を確認した約 2,700 ㎡の本発掘調査を，有限会社タイキと盛岡市教育委員会が締結した協定書に基づき，第５

次調査として令和２年(2020)４月 23 日から同年８月 26 日に実施した。第４・５次調査の野外調査，整理作業，報告

書刊行等にかかる費用は，有限会社タイキが支出した。 

３ 第４次調査（試掘調査）は，盛岡市教育委員会歴史文化課埋蔵文化財担当遺跡の学び館の文化財主査 津嶋知弘・

同 今野公顕が担当した。第５次調査（本調査）は，同今野公顕・文化財調査員 佐々木あゆみが担当した。また，本

書の執筆編集は，同今野公顕・佐々木あゆみが，遺跡の学び館埋蔵文化財担当職員と協議の上，担当した。 

４ 遺構平面位置は，平面直角座標Ⅹ系を用いた調査座標で表示した。遺構等の高さは，標高値をそのまま使用した。 

調査座標原点 X-38,800ｍ，Y+27,300ｍ（世界測地系第Ⅹ系）＝ RX±0，RY±0 (調査座標値) 

５ 土層断面図は，堆積の仕方を重視し，線の太さを使い分けた。層相観察には「新版標準土色帖」（農林水産省農林

水産技術会議事務局監修）を使用した。 

６ 本書で用いる遺構種別ごとの略号は，次のとおりとした。 

 ・竪穴建物跡（カマドあり）：ＲＡ ・竪穴建物跡（カマド無し）：ＲＥ ・土坑：ＲＤ ・溝跡：ＲＧ 

７ 本書で用いる遺構平面図の線種は，次のとおりとした。 

 

 

 

８ 竪穴建物跡の遺物取上時の平面位置は，遺構長軸短軸方向に設定した埋土断面観察ベルトによって，北東部はＮＥ，

南西部はＳＷというように，四分割の位置で表した。床面直上出土のものは番号を付して平面位置を記録した。 

９ カマド方向は，カマド本体焚き口の中心と煙道先端煙出し部の中心を結んだ線の方向の傾きとした。 

10 古代の土器は，土師器・須恵器・あかやき土器に分類した。あかやき土器の名称は，回転台使用成形の酸化炎焼成

土器に使用した。回転台使用成形で内面黒色処理がある酸化炎焼成の坏類は，土師器に分類した。 

11 出土遺物の写真撮影は今野公顕が行った。  

12 空中写真撮影及びオルソデータ作成と遺物実測の一部を株式会社タックエンジニアリングに委託した。出土鉄製品

の保存処理と炭化材の科学分析は，株式会社パレオ･ラボに委託し，その結果を第４章に掲載した。 

13 第１図は国土地理院長の承認を得て同院発行の五万分の一の地形図を複製した盛岡市管内図(承認番号 平 17.東

複第 215 号)を利用した。第３図，第４図は，岩手県の承認を得て岩手県所有の盛岡広域都市計画図(1/2500，1/10000)

を複製したものを使用した(承認番号 平成 29 年８月 21 日岩手県指令都第 8-5 号)。 

14  発掘調査に伴う出土遺物及び諸記録は，盛岡市遺跡の学び館にて保管している。 

15  次の諸氏に発掘調査実施及び本書作成にあたり多大なる御協力を頂いた。記して感謝申し上げる。(敬称略) 

藤川 稔，藤川 則夫，上通町内会，西見前第２ニュータウン自治会， 

西野 修，八戸市立図書館，誉田 慶信，高橋 正，大沼 信忠，盛岡市都南歴史民俗資料館・藤川 理恵 

16  調査成果報告は，現地説明会資料やその他既報告より，本書の内容が優先する。 

区別 線種 

検出 実線  

推定・オーバーハング 破線  

時期差 一点鎖線  
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第１

に る （第１ ）

（ ） （ ）

和元年 23 ，有 会社 から盛岡市教育委員会歴史文化 蔵文化財 当である盛岡市遺跡

の学 館に， 知の 蔵文化財 蔵地宅地「 屋遺跡」内の畑地に ける宅地 に係る 蔵文化財の

いについて協議があった。市遺跡の学 館は， 地で 物跡が 出された事 （第 次調査）が

あること，土 が 面 集されること， 面 が 4,000 と広大であることから， の 調査

が 要の を した。これを け，同年 26 で，有 会社 から盛岡市教育委員会に，4,111

を に が提出された。

市遺跡の学 館は，同年 10 30～31 に ーにて （ ）を る遺 の 調査

を した。その結 ， 代の 物跡，土 ， 跡を 出し， 代の土 （土師 ） 42 が出土

した。遺 遺物を地下保存し宅地 をすることは不可能なため，事 には 調査で遺 遺物を

した 2,700 を とした本調査が 要と報告した。

（ ） ５ （ ）

第 次調査の結 を け，有 会社 から盛岡市教育委員会に， 和元年 12 で が提出

された。同年 12 で，岩手県教育委員会から有 会社 に し， 事 手前に 調査 が

要である が通知された。

協議の結 ，有 会社 から盛岡市教育委員会に し 和 年 17 で 蔵文化財 蔵地本

調査 にかかる協力 頼があり，同年 22 で「 蔵文化財 調査に関する協 書」を 結し

た。この協 に き，開 面 4,088 ，調査面 2,700 を とし，有 会社 が 員の

や現場調査， 理 ，報告書刊行等の を し，市教育委員会が遺跡の学 館 蔵文化財 当職員

を し，本調査を することになった。

５ の の （第１ ）

（ ） の

有 会社 と盛岡市教育委員会が 結した協 に き， 和 年 23 から 調査 に

手した。同年 24 から，有 会社 が 下 会社に 頼し， 場 利 き，

と の 置， ー0.45 ， リ にて 土 去 に 手した。また同年

に，有 会社 と 員が を結 ，本 的な 調査 に 手した。

調査 内から が の住宅 するため，同年 18 に調査 ほぼ 面に ーシー

を き めた。野 ができない には，市遺跡の学 館にて出土土 の 浄 な を行った。

調査 ， 住民等が立ち寄った際は，調査 を 内する等の 応をした。また，現場 に

調査の 内 を 示し，市民が 蔵文化財調査や地域の歴史 の理解を深められるように めた。

同年 １ に現地 明会を開 した。 感 大 をとりながらの開 だった

が， 住民や市民な 100 人が 場した。 する上通町内会と西見前第 ー 自治会の協力

1



を て，事前に 住民に にて 明会開 の 知をした。また，岩手 報では同年 29 で 明

会開 について，同年 の盛岡 では開 の様 が 載された。 明会 には， 物跡

の 測 を継続したり， 調査で う道具を 示したり，調査 の一端も した。 み期間 で

もあり，小学 の が自由研究の 題にするとして や を っていた様 が 的だった。

同年 に， 会社 リ に委 し， マ ーによる

を行った。

同年 25 に遺 査や記録 の ，同 26 に現場 し，野 調査 を した。

（ ） の

和 年 27 から，出土遺物の 浄，現場図面 出土資料の 理な 調査のまとめ に 手し

た。現場図面（第１原図）を 理し，第 原図を ，それをもとに本書 載図の をした。

出土遺物は，野 期間 の や野 後に 浄した。その後， や修 の ，出

土地 等 との分別， 帳 録を行い，図化できるものは 測図化， 等を行った。土

測の一部は， 会社 リ に委 した。

また，出土 の保存 理，出土 化 の 同 と AMS 年代測 を， 和 年 から 和 年

１ 29 まで， 会社 に 委 し した。本書第 にその結 を 載した。

（ ）

有 会社 代 藤井 （岩手県盛岡市 橋通一 目 5-24）

盛岡市教育委員会 教育長  一

教育部長 岡 （ 年度）・岡市和 （ 年度）

教育次長 大 （ 年度）・川原 （ 年度）

  盛岡市教育委員会事 歴史文化

歴史文化 長 遺跡の学 館長 田 （ 年度）・ （ 年度）

盛岡市教育委員会 歴史文化 蔵文化財 当・遺跡の学 館

長 館長 志 （ 年度）・大森 （ 年度）

文化財 主 野 文（ 年度）， 地

文化財主査 知 ，神原 一郎（ 年度），今野公顕， 井

文化財主任 内 （ 年度）， 主任 治

文化財主事 ，今 （ 年度）， 山一 （ 年度）

文化財調査員 今 （ 年度）， 々 あ み， （ 年度），

藤 ， （ 年度）， 野 文（ 年度）

学 調査員 ， 下理

  ・第 次調査（ 和元年度・ 調査）  知 ，今野公顕

      ・第 次調査（ 和 年度・本 調査） 今野公顕， 々 あ み

      ・報告書執筆編集 今野公顕， 々 あ み
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元理恵， 川 ， 地 ，高橋 ， ， 田 治， 田(西田) ， ，

細田 ，村上 ，村上 ，山田

・ 土 去等 委 下 会社

  ・ ー 委 会社 リ

  ・出土遺物 測図化 委 会社 リ

  ・科学分 保存 理等 委 会社

  ・報告書 本 会社 部

５ の

和
元
年

8 23 （有） から盛岡市教育委員会 蔵文化財 蔵地に ける開 の事前協議。

9 26
（有） から宅地 に う の提出。

協議の結 ， 委 料は事 主 で，畑の 物 後に， 調査 とする。

10 30 31
出面 4,117 を に， による 調査（第 4 次調査） 。

物跡等 出，土師 出土。

11 11
盛岡市教育委員会から有 会社 に， 調査結 報告。

2700 を に事 主 による本調査が 要とする。

11 28
（有） と盛岡市教育委員会歴史文化 蔵文化財 当(遺跡の学 館)とで，本調査に

かかる ー や について協議。

12 4 （有） から，宅地 に う が提出される。

12 6 岩手県教育委員会から（有） ， 事 手前に 調査 が 要の 通知。

和

年

3 12
有 会社 と市教育委員会歴史文化 蔵文化財 当(遺跡の学 館)とで，調査

ー 等について協議。

4 17 有 会社 から市教育委員会 ， 調査 の協力 頼提出。

4 22 有 会社 と市教育委員会とで， 蔵文化財 調査に関する協 書 結。

4 23 第 次調査， 調査 。

4 24 ， 置。 場 利 き 。 土 去 （～4 28 ）。

5 7 現場 財 。 員 開 。遺 出， 査等野 調査 を開 。

5 12 測 ， 置， 高 測 ， 体図 等(～5 15 )。

6 18 現場 の シー 。

8 1 調査現地 明会開 。 100 名 場。

8 7 ー 委 による 。

8 26 野 調査 。現場 財 。

8 27 出土遺物 浄 ， 理 開 。

8 28 ， 去。

9 2 科学分 保存 理等 委 結。

9 18 委 ， 。

10 9 遺物 測 委 結。

和

年

1 29 科学分 保存 理等 委 ， 。

2 28 遺物 測 委 の 。

9 2 調査報告書の 本 結。

10 15 調査報告書 。

調査報告書，関係 関等 。

蔵文化財 調査に関する協 結内 の 。
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第 置と

地

（ ） （第１図）

屋
あ ら や

遺跡は，岩手県盛岡市永井
な が い

第 25 地 地内，西
に し

見
み る

前
ま え

第 19 地 地内に所在する。

盛岡市
も り か し

は，岩手県の内 部 北寄りに 置する県 所在地である。人 は 289,353 人（ 和 年 １

現在・ 27 年 調査人 報 に く推 人 ），面 は 886.47 である。

盛岡市は， の北上山地と西の 山 の間を南 れる北上川が り出す北上 地の北端に 置する。

本遺跡は，市域の南部の 都南村域に 置する。北上川の西岸に広がる 野部に 置し，北上川は遺跡の

1.8km を南 している。 岩手飯岡 から南 900 ，盛岡市都南文化会館の南 400 に 置する。

遺跡 は， 西 190 ，南北 120 ， 面 は 14,900 と され， 高は 115.1～115.8 ほ

である。

（1:100,000）

 
地
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0　　　　　　 1:10000 　　　　　  4 km

第１図 　荒屋遺跡位置図（ 1:100,000 ）
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（ ）地 地 （第 図）

盛岡市は， 北地方 の北上山地と 山 の間を南に する北上川によって された北上

地の北端に 置する。北上川は岩手県北部の岩手町を水 地とし，宮 県 巻市で に まで，多く

の 川と し水 を していく。北上川に する の大きな 川である
しずく

川
い し か わ

と北上山地から西 す

る 川等が盛岡市域で し，それ以南には 広い 野部を する。 川は 山 から 進し

地を するが， 山と 森に まれた 北の 近で に をせばめられ，その 部を け

て北上 地に り北上川と する。 部以西では多くの 小 川をあわせ 川水 を し，水

を かにして 部につきあたる。その いで 部 近に土 の 下 が じ， 部以 の な地

と わせ， の原 となっている。この は現 川の南岸で行われ，北岸はほとん

川の 道になっていない。これは北岸に，岩手山を供 とする 山 物と 山 をのせる 地が

していることによる。

部以 の南岸には 川の 道が も められ， （ ）が する。 は

水 を に，その上に水 シ ， 土が う。 本 は この に分けられ， 地 に大

この が 察されるものの， の上面高は一 せず， や 相も地 によって なり，近 地 で

大きく相 することもある。シ 内に 土(あるいは 山 か)を 在する地 もあり，長期にわたる

とみられる。このシ は 道ばかりでなく， 高地な にも している。

川の 道は連続する大きなものが あり，そのほか細かな のものも多くみられる。大きな

道の南岸には 高 の小さい 岸 が される。南から現 道に かって くなることから， 道が

北進したことを示し， の細かな 道は な 道の 遷を示す。 は 川に 山地から供

される やシ によって され，さらに 道の まらない 川による下 や がくり された

と え，常に 川の を けた不 な地 であったと える。

この 面上には，本遺跡をはじめとした多くの ・ 代以 の遺跡が分布し，水 シ が

代前 の 住 を させている もある。また，水 シ は地 によって い遺物 を

していることもあり， 文 代の遺物がまれに出土する。 目 に される 道には，水 上面

に水 の 土が し，その下 に が されることもある。 川と北上川の の

を け，水 シ の一部に が されている場 もある。

（ ）

本遺跡 からは，北の に岩手山， に 神山，北 方に 山
な な し れ や ま

，西に 田 ，南 に
は や ち

山を 。その手前には， に北上山地，西に飯岡山から南昌山に続く山地が南北に連なる。南方は北上川

西岸にそって る 野が続き，紫波町の 山（高水寺 跡）な を 。

和 23 年の の （第１図版）では，田畑が広がり，住宅や寺社が 在する様相がうかが

え， 代以 の 村地 であったことがうかがえる。 に 代以 の 道である 道 号 ，

西に 北本 と 北 が南北に ， いの 村地 と える。

現在では，本遺跡 より南方には 場 がなされた水田が広がるが，北・ ・西方には宅地が広がる。

その宅地の間に畑地が 在するが，それらが年々宅地等 と開 が著しく進んできている地域である。
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地 と の第２図　地形分類と主な遺跡の分布

　　 1 50 000 　　
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（ ） の （第１・ ・ 図）

本遺跡 には， 代以 の遺跡が多く分布する。

代 として，本遺跡から 5.5km 北西には 22（803）年に 代 によって 営された 代

北端の 跡の 史跡「志波 跡
し わ じ ょ う あ と

」（ 田方 地内），南 5.0km には志波 跡が され し

た「
と く た ん

跡
じょうあと

」（ 町西 田地内）がある。志波 跡より南 の 野には，大宮北遺跡，小
こ は ば

遺跡，野
の っ こ

遺跡，飯岡 田遺跡，飯岡 川遺跡，
だ い

郎
た ろ う

遺跡， 野館遺跡，細 地遺跡，
や

盛
も り

遺跡な ，盛南地 遺

跡 と んでいる 代以 の集 遺跡が立地する。これらは主に， 世紀後 から 10 世紀代の 代の集 跡

や （飯岡 田遺跡）， 間 間の 物跡からなる （飯岡 川遺跡）， 立 物跡や

物跡からなる 的な集 （ 崎遺跡，大宮北遺跡，小 遺跡），そして 世以 の 館（ 郎遺跡，

野館遺跡， 盛遺跡），近世から現代に続く 村集 跡である。

本遺跡は，北上川西岸に 置する 代以 の集 遺跡である。本遺跡のほか，西
に し か

遺跡，百目
め き

遺跡，

下永 遺跡，高
た かや ら

遺跡，菖蒲
あ や め

田
だ

遺跡，上畑
うわばたけ

遺跡な が，北上川に って南北に連なる。これらは主に ～

世紀を とした集 遺跡である。 世紀代の様相は，一 の大 物跡と 以下の ，

度の小 の 物跡 からなり，当 期の 的な集 跡といえる。下永 遺跡は ～ 世紀の

円 （ ）25 以上からなる 集 の 域と考えられる。高 遺跡は本遺跡の北 に 置し，

世紀後 から 世紀 頭を とした 物跡 34 な を調査し，土 14 な が出土している。

菖蒲田遺跡は本遺跡の西に し， 代のものとされる 立 物跡 が されている。

西方には， 世紀前 の飯岡 崎 遺跡， 世紀～10 世紀 ばの地域 集 のひとつと考えられる大

遺跡，その西 地上に立地する 世紀後 ～10 世紀前 の一本 遺跡が立地する。

と の
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下永林遺跡

上畑遺跡

百目木遺跡

西鹿渡遺跡

盛岡南 IC

北
上
川

飯岡林崎Ⅱ遺跡

見前館遺跡

古館遺跡

国
道
４
号
線

東
北
自
動
車
道

菖蒲田遺跡

三百刈田遺跡

第３図　荒屋遺跡と周辺の遺跡分布図
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本遺跡 の立地する 上には， 文 代～ 代の遺 遺物の 見は ない。遺跡の多くは 世

紀 以 の 代の集 遺跡を に， 世の 館跡，近世の集 跡な である。

文 代の遺跡は，盛南地 遺跡 の本宮 堂 遺跡や 郎遺跡に いて， 期の 物跡や遺物

が されている。詳細な 期は不明だが，同地 の飯岡 川遺跡，細 地遺跡な では， し が

道 いにまとまって されている。 代の遺 遺物は， 代前期 の土 遺 が 郎遺

跡で されているほか， 代後期の土 や北 道 の続 文土 が 郎遺跡や細 地遺跡から

わずかに出土している。 代の遺 遺物はほとん 出土 がなく，不明である。

世紀 以 の遺 遺物は， 郎遺跡に いて されて り，これ以 現代に るまで集 が継続

して立地し， 野部に ける を主体とした らしが営まれてきた土地といえる。

代の 世紀以 ， 物を主体とした集 遺跡が する。この 期の集 は，大 物跡

を に， ～小 の 物跡が ずつまとまって分布することが多く， 関係を持った一 が集

を したと考えられる。

この 期， は 北地方に住んだ人々を「 （ シ）」と んだ。 は 北地方 力を 大

する をとって り，「 」と ばれる官 を とし，関 地方な から 民（ ）を り 同化

をとっていた。この で， は と しく ったり， な をと して し，

り んだりしていったことが，文献史料に記録されている。

文献史料によれば， 世紀後 の盛岡 は「志波村」と ばれていたと考えられ，出 の と

っていたが，後に志波村の は についたことが記録されている。この ， を った

（岩手県 市 近）の は， を 営した 大 上田村 に 伏した（ 21

（802）年）。その 年， 22（803）年， の を けた 上田村 によって，本遺跡の km

北西に，志波 （盛岡市下 田方 ほか）が 営された。

志波 は， によって 北地方に 営された「 」のひとつである。 調査 な から， 代

北に 置し 大 の であった。 とは， 代の が 北地方に 営した 事と行 を

る官 (行 )の一 である。 代 本の 度に く 家 は， を とした が， の

土地や人民を 治した 集権体 であったが，当 北地方北部にはその 力が ばない 治

の に当たり，人々は「 」( シ)と ばれた。 では， を が う でもてなし す

る「 」， の を る「 」， する を 力で する「 」な の 能を い， に

し の を示す の と地域支配の 事と行 の だった。

志波 は，その北を れる 川の度 なる と， の 相 の結 を けた行財

により， 営後 10 年で文 によって志波 の南 10 に や 能を 小した （岩手県

町）が 営され 能を した。 は 世紀 ばまでには され，岩手県域は 一 による

治体 と，地域社会が 編されたと考えられている。

が され 一 体 となる 世紀 ばから， は 治から在地 力を かし

た間 治 行したと考えられ，その 期以 は 物を とした集 が， 野部を に 大する。

物の は 化し， するものや マ の り えが多くみられるようになる。 野館遺跡で

見された水 跡や，下永 遺跡の円 ， 世紀以 の盛南地 遺跡 の飯岡 田遺跡，飯岡
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川遺跡の円 （ ） と を した 蔵 な ，集 だけではない 能も継続して見られる。

また， 世紀後 から 10 世紀 にかけて， マ を 度も り える大 の 物を する 的な集

が する。飯岡 川遺跡では 高地の 面に って の 立 物が 西に 立し， が存在し

たと考えられる。大宮北遺跡や 崎遺跡，細 地遺跡，大 遺跡な では，官 的な 立 物や が

的に配置されたり， 具な 関連遺物や仏教 的な遺物等が出土したりするな ，在地有力者

が された。

10 世紀後 には，岩手県域に いて 代 の 治 を け継いだ在地有力者の から， の 治

を とした 氏が 川以北の 郡を した。やがて 氏や清原氏との前 年 や後 年 を て，

11～12 世紀にかけては，北 北は 藤原氏に 治された。11～12 世紀の本地域の様相ははっきりしない

が，大宮遺跡の大 跡からは 12 世紀末～13 世紀 頭 のかわらけが大 に された で出土し，在地

力 が営まれていた可能性がある。

世の 13 世紀後 には， 郎遺跡に いて不 五 の を らす 館が営まれ， には土 や

宗教 と考えられる遺 が されて り，出土遺物から 15 世紀 まで在地領主が存在したと考えられ

る。また， 野館遺跡や 盛遺跡でも，16 世紀を とする 立 物跡や 跡が され，在地領主の

館跡が存在したと考えられる。 町 代から 代は， 波氏と南下してくる南部氏の が しく，

地に 館が営まれた。

その いを した南部氏は盛岡 を し，現在の盛岡の町 みの を したとされる。本遺跡の に

は 道 （ 道）が され，本地域は 地に集 が 在する 村地 となる。 遺跡からは 屋な の

立 物跡や井 跡，盛南地 遺跡 の南仙北遺跡からは道 跡が されている。 末から近世

頭の 図には，その様 が記されている。

その は， 和 期まで大きく わることはなかったことが第 次大 後の による からも

うかがえる。この地域の様相が現在の に するのは， 和 30 年代以 に された 場 や， の

宅地開 ，道 ， 北 の開通な が進められたことによる（第１図版）。
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盛岡市遺跡の学 館 2017 『志波 前 の 社会—9 世紀 頭以前の盛南地 -』 第 15 示図録
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の

2008( 平成 20) 年 国土地理院撮影1948( 昭和 23) 年 米軍撮影

国土地理院
空中写真データ
より作成

第 　 跡

跡第 5次調査区跡第 5次調査区

4 4

第１図版　遺跡周辺の航空写真

8 9



こ の （第 ，第 図）

屋遺跡では，本報告を めこれまで の 調査を して り，遺 や遺物を したのは，第 ・

・ 次の調査である。第 次調査は，遺跡の南西部に ける 同住宅 に う事前調査である。 世紀

後 の 物跡 ， 跡１ ，土 ，遺物 を 出した。第 次調査は 調査で， 地内

の 2,700 に 代の集 跡が存していることを し，第 次調査として本調査を したものである。

（年度 ， 和）

( )

( )
・

１ 8
25

48-4,47-15,49-1
316 1997.2.27 旧 ， -

9
西 19

52-2

266

(2,990)
1997.11.25 -

10

・ 25

45-2，45-8

1,268

1,297.85

1998.9.2

1998.10.5

1998.10.20

3，

土 5， 1， 層

1

1
25

46-1，47-2

636

4,117

2019.10.30

2019.10.31

，土

2
2,690

4,088

2020.4.23

2020.8.26

12，

土 10， 2

R2
25

46-14

11.5

36.58
2020.12.4

荒屋遺跡

3

4･5次

1

3

3

1

1

3

1

3

荒屋遺跡

3

4･5次

1

3

3

1

0　　                1:3000               100m

第４図 　荒屋遺跡 ・菖蒲田遺跡・高櫓Ａ遺跡　全体図
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第 調査

の （第 図）

（ ）

遺跡 から北 部に 置する 出 面 4,117 に し，遺 密度や遺 出面までの 土の さな

を するため，22 所の （ ）を し， 面 ーで 土を 去し遺

出をする 調査を した。

（ ） ５

第 次調査の 調査結 を け，遺 の存しない を した 2,690 を要調査 とした本 調

査を した。現 は畑地であった。

面 ーにて 土を 去し， で遺 出 を行った。遺 出面の 高は

114.4～114.8 ほ で， やかに南西に かって し， 部は 土 下に が 出している地

もあり，遺 密度が くなり，遺跡の 端部と考えられる。

面 置は，世 測地 第 に した調査 原 を し 示した。調査 原 は，世 測地 第

X-38,800 ，Y+27,300 を，調査 原 RX±0，RY±0 とした。 高は近 の測 から

ー し， 高 を した。

遺 内は，土 察 を に，方 をあらわした リ （ ・南 SE ） とに遺物

を り上げた。特 的な遺物や 面出土遺物は， 号を り，出土 の図化と の記録をした上で

り上げた。遺 は とに 面まで り下げ，土 察 の図化 の後， し

面図化， した。

遺 等の調査 後に， ，調査 体図を 測し，本調査を した。

（第 ）

本遺跡は 川と北上川の を く けた不 な 上にあり，水 （ ）が

をなす。その上に水 シ （ ）が乗り，一部にシ （ ）が残存し， 土（ ・ ）

がそれらを っている。

今次調査 は， 川 による シ （ ）が く して り，遺 出 は 土（ ・

） 下の 上面，一部 が残存している地 は 上面にて行った。調査 内の 寄りは，所により

・ がなく， 土 下に が き上がっている地 もあった。

５

・ （ 土） 土や 土からなる 土。 ～ を する 土や 等。

（シ ）
・ の 土と シ の 間の で， ～ を する。

調査 内の一部に残存。

（シ ）
水 シ で， ～ を する。 に 土 が 在することもある。

地 により 相や は一 していない。

（ ） をなす水 。 の ， の や大きさで， に細分される。
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（ ） （第 ・ 図）

の第 次調査で 物跡等が されていたため，同様の様相が された。 調査の結 ，

出 の北～ 寄りには遺 が存しなかった。一部は現地 面から 80cm の深さまで 地 し（深 し）が

されていた。それ以 からは， 物跡，土 ， 跡な を 出し， 代の土師 が出土した。 出

のうち遺 遺物が された 2,700 を，要本調査 とした。

（ ） ５ （第 ～45 図・第 ～ ・第 ～24 図版）

第 次調査 は遺跡の から北 部に 置し， 次調査結 を け，宅地開 に う本調査として

した。 される遺跡 面 の 27 を める。調査の結 ， ～ 代の 物跡 12 （RA04～

13，RE01・02）， 代以 の土 11 （RD06～16）， 代以 の 跡 （RG03・04）を 出し，当 期

の土師 を に 20 分の遺物が出土した。

（RA RE）

RA04 （第 ・30 図，第 ～ ，第 11・20 図版）

RX-160，RY+330  なし  方   

西 3.2 ，南北 3.0 ， 出面からの深さ 0.15～0.18 N32ºW

北西 。 道と 出部， の一部に 。 残存。 は土で 。 端部と 面が 。

土 は ～ cm。 面と 道 部がやや高くなり， 出部 く する。

。Pit１は マ 北 下，Pit は北 下。 者とも 蔵 等か。

化 を 出。 屋 か。 土あり。

土 による を ける。 土を とする。 ～ の 土や を 。  

（第 30 図）１～ は，土師 である。体部 ， ズリ， 調 。 は，手

く の である。 化 No.1 は 同 の結 であり， 性 素年代測

結 は 世紀後 ～ 世紀後 である（第 １・ 参 ）。

代 世紀 ば～末

RA05 （第 ・31 図，第 ～ ，第 11・20 図版）

RX-150，RY+332  なし  方   

西 4.0 ，南北 3.3 ， 出面からの深さ 0.02～0.15 N42ºW

北西 部。 ， 道， 出部に を けるが， 残存。 は土で 。西 近が く

。 土 は cm 前後。 面は 面から 道 にかけて くなり， 出部がやや高い。

。Pit１は 面 西寄りで 20cm の深さを測る。Pit ～ は，深さ ～ cm を測る。

やや南 寄りに地 。これに して土師 （土 No.3，第 31 図 8・10）が出土。

土 による ， を ける。 から 土に地山シ や 土を 。 に

の 白 山 （ 和田 山 To-a）を 。
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第５図　荒屋遺跡　第４次・第５次調査　全体図
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（第 31 図） ～10 は土師 である。 ， は ， ～ は に近い。10 は 部 面を

ズリ。いずれも内面は ， 理。11～14 は土師 の である。11，12 は 部 面

に 。12～14 は が 立 に立ち上がる。15 は 。16 は 土 を した土 。

～ 代 世紀後 ～ 世紀 頭

RA06 （第 ・32 図，第 ～ ，第 11・20 図版）

RX-152，RY+338  なし  方   

西 3.2 ，南北 2.9 ， 出面からの深さ 0.05～0.20 N25ºW

北西 部。 道， 出部に を けるが， 残存。 は土で 。 道 面は， 面

から 出部に かって くなる。

土 分を の ， を ける。 土を に地山シ や 土 を 。

（第 32 図）17 は土師 。 を し内面は ， 理。18，19 は土師 の 。18 は

が に開き， 部に と 。20 は土師 の 。 。内 面とも ， 理。

21 は土 の 。 はない。22 は土 の 。 部で 。

代 世紀 ば～末

RA07 （第 ・33 図，第 ～ ，第 11・20・21・24 図版）

RX-144，RY+336  なし  方   

西 3.8 ，南北 3.7 ， 出面からの深さ 0.18～0.32 W39ºN

北西 部。 ， 道， 出部に を けるが， が残存。 は土で 。 道 面は

近がやや高い。 出部は 面が を する。

。Pit と は か。Pit１～ は， から かって を する。

近から白 土 が出土。

土 による ， を ける。 から 土に地山シ や 土を 。 上面に

の 白 山 （ 和田 山 To-a）を 。

（第 33 図）23・24 は土師 である。いずれも内面は ， 理。23 は 面に有

。25～27 は土師 の である。25・26 は 面 。26 は 部に有 。27 は内 面

とも 調 。 が 立。28 は土師 である。体部下 に 大 を有し は く

する。29 は マ 道出土の 。 部のみ残存。保存 理を （第 参 ）。

～ 代 世紀後 ～ 世紀 頭

RA08 （第 10～13・34～38 図，第 ～ ，第 12・13・21・24 図版）

RX-156，RY+350 なし  方   

西 5.8 ，南北 4.0 以上， 出面からの深さ 0.45～0.55 とも N45ºW

北西 やや西寄り。 面は 道 が高く 出し部 かって くなる。 道は地山くり

き。 とも に土師 を ずつ伏せて土で 。 の内部には土が されていた（第

34 図 32・33，第 35 図 35・36，第 12・21 図版）。 道 近 土 から 土

(第 37 図 46，第 12・21 図版)が出土。
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北西 。 面はほぼ 。 は残存しない。 マ とほぼ同 で， 道は地山くり

き。 を 去 面を 地し（L3～5 ）， マ が されている。

13 。Pit１～ ， ， は か。Pit ・ から に かう小 が連結。 等の 跡か。

面 上に 土や 化 。Pit１～ の内 が 化。 近は 等の があったか。

西～南 に 。 は 小 が連結し， を さえた可能性がある。

土 から 土に地山シ や 土， 化 を 。 に の 白 山 ( 和田

山 To-a)を 。

（第 34～38 図） の出土 が ない。30 は土師 ，31 は土師 である。いずれも内面は

。32～41，43 は土師 の である。いずれも 大 は 部にある。小 の 34，37，41 は

部が 立， ～大 の 32，33，35，36，39，40 は 部に を有し， く もしくは 立す

る。内 面は 。 部 面は 34，43 を き 出しない。 内 面とも 調 が さ

れる。32 は西 前，33 は西 ，35 は ，36 は 前に， マ 土の として

土が され， えられていた。41 は 部の一部が ち かれている。42，44，45 は土師 の

である。45 は体部 に 大 を持ち， 部に を有し， は 立 に する。

部は を で調 されている。46 は マ 道 近 土 から出土した土師 の

土 である。内面に が している。 の物が っていたか。47，48 は

土 の小 の土 である。 前に されている。49 は土 の である。 部分で

している。50 は 面出土の である。切先と が か。保存 理を （第

参 ）。51，52 は の である。それ れ が められる。

面出土 化 No.1 と マ 地 内(L3 )出土 化 は 同 の結 ， であ

った。 性 素年代測 結 は， 面出土 化 No.1 は 世紀 ば～ 世紀後 ，L3 出土

化 は 世紀後 ～ 世紀後 であった（第 １・ 参 ）。

～ 代 世紀後 ～ 世紀 頭

RA09 （第 14～15・39～42 図，第 ～ ，第 13・14・22・23 図版）

RX-146，RY+346  なし  方   

西 3.8 ，南北 3.9 ， 出面からの深さ 0.40～0.46 N34ºW

北 。 面はほぼ で， 道前でやや高くなり 出部が くなる。 道は地山くり き。

は土で 。土師 や川原 が に 。

。 か。

近に 化面。 化面上に白 土 。 近の 面 上， は 上面に 化 。

土 から 土に地山シ や 土， 化 を 。 に の 白 山 （ 和

田 山 To-a）を 。

（第 39～42 図）53～62 は土師 である。53 は 面から，それ以 は 以上から出土。53 は内

面とも ， 理。体部 面に明 な を有する。内 面 部が み，体部内面

にも が見える。54 は内面 ， 理， 面は ， ズリ調 で が

残る。55 の内面は ， 理。 面は のあと 調 。 面には

調 により， 切り のような調 が見える。 切り を したか。56～59 は内
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面とも ，内面 理。体部 面に不明 な を有し，58，59 は 。60 は手 く

の で， 面は 跡が残る ，内面は 理と 調 が される。 面は

に られる。 恵 を したか。63 は 面出土，64 は 出土の土師 である。いず

れも内面は 。63 は 。64 は に近い を し，体部 面に 面調

で一部 れる い を有す。65，66 は マ 土 ，67，68 は 出土の土師 であ

る。65，66 は体部 面に ズリと 調 が され，65 は 部に明 な を有する。

66 の 面は ズリ。67 は 部に を有し，68 の 部には ， に が り， 面

は 調 。69 は 出土の土師 の無 の である。 前から 部は られずに

調 されている。 部に を有し，体部 面は ，内面は 調 。70～77 は

上面以上から出土の土師 である。いずれも 部の や は不明 である。73 と 76 は

が大きく するが，それ以 は く開く。73 は体部下 が が，それ以 は やかに み，

74 は 的に 部 る。 面調 は，71 は ，73 と 76 は ，74 は ズリ，

それ以 は 。73 の 部内面は ， 面は 出する。78 は 上面出土の土師

である。 部に が り，体部 面は ，内面は 調 。79 は 上面出土の土師

の多 の である。内 面とも 調 。 面に による がある。体部下

端 面と 面に， 前に 面から内面 かって 12 の が されている。80 は の土

である。一方の端部が水 に面 りされ， かの 部のように見えるが詳細は不明。

出土 化 No.2 は， 同 の結 であった。 性 素年代測 結 は 世紀

後 ～ 世紀後 であった（第 15 図，第 １・ 参 ）。

代 世紀 ば～末

RA10 （第 16・43 図，第 ～ ，第 14・15・23 図版）

RX-122，RY+354  なし  方

西 4.15 ，南北 4.0 ， 出面からの深さ 0.12～0.22 N29ºW

北 やや西寄り。 面はほぼ で， 道と 出部 続部がやや高くなる。 道は地山くり

き。 は土で され，先端に土師 が り く。

で，地山 ( )に く 土を る。

土 ～ 土に地山シ を 。 に の 白 山 （ 和田 山 To-a）を 。

（第 43 図）81 82 は土師 。81 は小 でい つな手 く で，内 面とも 理がない。

82 は内 面とも 理され 調 。83 は土師 高 。内 面とも 理，

調 。 面に が る。84，85 は土師 。調 は 。86 は土師 または

。体部が みを ， が する。 調 ， 理。87 は土 。 面は

。上面は水 で みがない。下部から上面に かって 。 ， 調 。

代 世紀 ば～末

RA11 （第 17・44 図，第 ～ ，第 15・23・24 図版）

RX-150，RY+370  RD13 土 と し， い。  方

西 3.8 ，南北 0.9 以上， 出面からの深さ 0.4～0.46 N34ºW
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北 やや西寄り。 道は 面から 道 ほ に かって くなり， 出部がやや 。

道は地山くり き。 は土で 。 の に，西 は川原 と 立した土師 を に 置

し，川原 の上部に土師 を伏せ置く。 は， 立させた土師 を に 置。うち先端

は 体の が られていた（第 44 図 90・91，第 15 図版，第 24 図版 90・91）。

北西 に土師 や川原 が寄せ置かれていた。

土 土を主体に地山シ を 。 に 土 を 。

（第 44 図）88～92 は土師 。内 面 調 主体。91 は が される。 大 は

部にあり， 部に い を有する。 面端部の り出しが くないか めて く， 部内面

は が 。 マ のものは 跡が顕著。

代 世紀 ば～末

RA12 （第 18・45 図，第 ～ ，第 16・24 図版）

RX-146，RY+370  なし  方

西 3.4 ，南北 3.0 ， 出面からの深さ 0.06～0.12 E44ºN

北寄り。 道は されていたが， 面がわずかに残存。ほぼ か。 は土で 。北

端部に土師 が り く。

寄りに 化面。

土 土， 土を主体に地山シ を 。 際 2・ 3 に地山 土を に 。

（第 45 図）93 は 面 ，内面 ， 理の土師 。94 は土師 。 部に は

見えない。

～ 代 世紀末～ 世紀前

RA13 （第 19 図，第 ～ ，第 16 図版）

RX-138，RY+382  RD16 と し い  方

西 2.9 以上，南北 2.7 ， 出面からの深さ 0.02～0.08 N39ºW

北 。 を け に残存。 道は 面 近で高くなり， 出部に かって やか

に くなる。 は土で 。

。 は大きく されている。 に地 。RD16 土 に切られる。

土 土を主体に地山 土を に 。

図化できない土師 の が 出土。

～ 代 世紀後 ～ 世紀 頭

RE01 （第 20 図，第 ～ ，第 16・24 図版）

RX-124，RY+378  なし  不 方

西 2.8 ，南北 2.6 ， 出面からの深さ 0.26～0.28    

土 土を主体に 土，地山シ の を 。 1 ほ に， 白 山 （ 和田

山 To-a）が ～ に多く 。その上面は が い。 3 には 15～30cm 度の が

まれる。 面 上の 2 から土 が出土。
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（第 45 図）95 は土師 の 。 みが大きいが， 面にわずかに を有し， に近い 。 恵

の か。96 は土師 。内 面 調 。RD11 土 出土の小 が 。97 は土師

の 。無 。 は 立し，体部との が不明 。 面は の後 ズリ，内面は

調 。

代 世紀 ば～末

RE02 （第 21 図，第 ～ ，第 16・17 図版）

RX-138，RY+320  なし  不 方

西 2.7 以上，南北 3.9 ， 出面からの深さ 0.08～0.4 。西 は調査 。

。北 は地山シ （ ）上に く 土，南 は地山シ （ ）を 面にする。

北 調査 際に，地山 土シ （ ）を り残した ー を 出。出 か，

マ で されたものか，不明。これに う の遺 は 出できなかった。

土 南 が大きく による を ける。 土， 土を主体に 土，地山 土の

を 。 上 に， 白 山 （ 和田 山 To-a）を に 。

から土師 体部の が１ 出土。 調 。

～ 代 世紀後 ～ 世紀 頭

土 （RD）

RD06 土 （第 ・ ，第 22 図，第 17 図版）

RX-148，RY+358  なし  長 円

長 1.84 ， 0.52 ， 出面からの深さ 0.28m

土 土を主体に 土 ～ に 。  土 なし  代以

RD07 土 （第 ・ ，第 22 図，第 17 図版）

RX-132，RY+354  RG04 跡と し， しい。  円

長 1.08 ， 0.55 以上， 出面からの深さ 0.1 。

土 面に 土。 土 は めて い。  土 なし  代以

RD08 土 （第 ・ ，第 22 図，第 17 図版）

RX-150，RY+378  RG04 跡と し， い。  円

長 1.05 ， 0.73 以上， 出面からの深さ 0.25m。

土 土を主体に 土を ～ に 。  

土 土師 の体部 。内 面 調 。 面に に が 。

代 世紀後

RD09 土 （第 ・ ，第 22 図，第 18 図版）

RX-140，RY+362  なし  方 で，北 に の 出。

長 1.18 ， 0.94 ，北 から 0.18～0.22 の が 1.18 北方 る。

20 21



出面からの深さ 0.14～0.18m。

土 土を主体に 土を ～ に 。 土 ， を 。南 面が方 に深い。

土 なし  代以

RD10（第 ・ ，第 23・45 図，第 18・24 図版）

RX-134，RY+374  なし  円

長 1.65 ， 0.97 以上， 出面からの深さ 0.17m。

土 土を主体に 土を ～ に 。 土， 。 面は 上面。

土 （第 45 図）98 は土師 。内 面 調 。 面に 。内面は 理。 。

代 世紀 ば

RD11（第 ・ ，第 23 図，第 18 図版）

RX-146，RY+378  RD15 土 と し， しい  方

長 1.13 ， 0.96 以上， 出面からの深さ 0.28

土 土を主体に 土を ～ に 。 面に 土 ， を 。

土 ・ から土師 の小 が出土。 調 。

代 世紀 ば～末

RD12（第 ・ ，第 23 図，第 18 図版）

RX-146，RY+370  なし  方

長 1.3 ， 0.84 以上， 出面からの深さ 0.3

土 土を主体に 土を ～ に 。 土 ， を かに 。

土 から土師 の が出土。 調 。

代 世紀 ば～末

RD13（第 ・ ，第 17・23 図，第 18 図版）

RX-146，RY+370  RA11 物跡と し， しい。 円

長 0.72 ， 0.4 以上， 出面からの深さ 0.18

土 土を主体に 土を ～ に 。 土 を 。

土 A2 から土師 の が出土。 面 ，内面 ， 理。

代以

RD14（第 ・ ，第 24 図，第 18 図版）

RX-146，RY+378  RD15 土 と し， しい。 円

長 0.49 ， 0.47 以上， 出面からの深さ 0.16

土 土を主体に 土を ～ に 。

土    代以

22



RD15（第 ・ ，第 24 図，第 18 図版）

RX-146，RY+370  RD11,RD14 土 と し， い。 不 長方

長 1.9 以上， 0.9 ， 出面からの深さ 0.55

土 は 土を主体に 土を ～ に み， と 土の や を 。 は 土と 土

が互 で， 下方に が められる。 化 も 。 は 土に 土を 。

は 土に地山 土を ～ 度の に多く み，人 とみられる。 面は

部が深いが で，北 に がある。

土 から土師 の が１ 出土。 面 ，内面 調 。 出土 化 の

は ， 性 素年代測 結 は 世紀 ば～ 世紀前 である（第 １・ 参 ）。

代 世紀 ば

RD16 土 （第 ・ ，第 24 図，第 16 図版）

RX-140，RY+384  RA13 物跡と し， しい。 円

長 0.6 ， 0.52 ， 出面からの深さ 0.08

土 土を主体に 土を ～ に 。 土 した土師 の小

～ 代 世紀後 ～ 世紀 頭

（RG）

RG03 04 （第 ，第 25～27 図，第 8・18 図版）

調査 北西から北北 に ， し南 に る。

RA10 物跡，RD07・08 土 と し しい。RG03 と RG04 には 期 が見られない。

0.3～1.0 ， 出した長さ RG03 は 62.5 ，RG04 は 63.5 。 出面からの深さ 0.08～0.2

  土 土を主体に 土を ～ に 。

土 した土師 ， の が出土   代以

（第 ・ ，第 28 図）

は RA08 物跡と し， しい。 円 ，不 円

0.22～0.4 ， 出面からの深さ 0.04～0.3

土 土， 土を主体とする。 土 から土師 の

代以

地 （第 ，第 29 図，第 19 図版）

に る 土と 土（ ・ ）に を した。 地に した 土と された。

RX-124，RY+372  土 土を主体に 土を に，小 を 。  不明
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５

遺構名
長 (cm)

長軸 短軸

面

面

(cm)

カマド方向 周溝
(To-a)

RA04 3.2 3.0 15 18 N32ºW 長 溝 1 1

RA05 4.0 3.3 2 15 N42ºW 長 溝 8

RA06 3.2 2.9 5 20 N25ºW 長 溝 0

RA07 3.8 3.7 18 32 W39ºN 長 溝 5 面

RA08( ) 5.8 4.0 45 55 N45ºW 長 13

RA08( ) N45ºW 長

RA09 3.9 3.8 40 46 N34ºW 長 2

RA10 4.1 4.0 12 22 N29ºW 長

RA11 3.8 0.9 20 38 N37ºW 長

RA12 3.4 3.0 6 12 E44ºN 長 溝

RA13 2.9 2.7 2 8 N39ºW 長 溝

RE01 2.8 2.6 26 28

RE02 3.9 2.7 8 40

５ ５      ５ 土

遺構名 規模 (cm) (cm)

RA04 1 52 48 5

2 36 30 9

RA05 1 20 18 20

2 26 24 7

3 24 23 4

4 47 33 3

5 45 23 7

6 23 20 4

RA07 1 47 36 16

2 36 26 13

3 43 32 17

4 26 24 9

5 22 18 13

RA08 1 25 23 20

2 28 28 9

3 30 25 25

4 31 22 9

5 22 18 12

6 24 21 19

7 18 16 9

8 18 15 11

9 18 16 6

10 28 20 20

11 16 16 11

12 15 5 15

RA09 1 28 23 14

2 20 15 4

遺構名 規模 (cm) (cm)

06
RX-148 

RY+358
184 52 28

07
RX-132 

RY+354
108 55 10

08
RX-150 

RY+378
105 73 25

09
RX-140 

RY+362
108 94 118 14 18

10
RX-134 

RY+374
165 97 17

11
RX-146 

RY+378
113 96 28

12
RX-146 

RY+370
130 84 30

13
RX-154 

RY+370
72 40 18

14
RX-146 

RY+378
49 47 16

15
RX-146 

RY+378
190 90 55

16
RX-140 

RY+384
60 52 8

５

遺構名 規模 (cm) (cm)

Pit1
RX-146 

RY+372
32 4

Pit2
RX-150 

RY+376
40 35 26

Pit3
RX-150 

RY+376
32 22 26

Pit4
RX-158 

RY+352
24 25 30
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５ 土

土 土
の

土 土 (JIS) 土 土 (JIS)

RA04 A1 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 20 中 中

A2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 10 中 中 土

B1 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR2/1 5

中 中
SiCl 10YR4/4 10

B2 SiCl 10YR2/2
SiCl 10YR3/3 10

中 中
SiCl 10YR4/4 20

B3 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR2/2 30

中 中
SiCl 10YR4/4 10

J1 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR4/4 10

中 中 土
SiCl 5YR3/6 3

J2 SiCl 10YR3/4
SiCl 5YR2/4 10

中 中 土
SiCl 10R2/1 3

J3 SiCl 10YR3/4
SiCl 10R2/1 10

中 中 10 ， 土
SiCl 5YR3/6 5

J4 SiCl 10YR4/4

SiCl 10YR2/1 5

中 中 土SiCl 7.5YR2/3 20

SiCl 5YR3/6 3

J5 SiC 7.5YR2/3

SiCl 10YR4/4 10

中 中 土SiCl 10YR2/1 10

SiCl 5YR3/6 10

J6 SiCl 10YR4/4 4/6

SiCl 10YR3/3 40

中 中 土SiCl 10YR2/1 5

SiCl 5YR4/6 5

J7 SiCl 10YR2/3

SiCl 10YR4/4 20

中 中 土SiCl 10YR2/1 5

SiCl 5YR4/6 1

J8 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 5 中 中

J9 SiCl 10YR4/4
SiCl 10YR2/1 層 30

中 中 土
SiCl 5YR4/6 5

J10 SiCl 10YR2/3

SiCl 10YR4/4 20

中 中 土SiCl 10YR2/1 5

SiCl 5YR4/6 5

K1 SiCl 10YR3/3
SCl 10YR4/6 10

中 中 ， 土 ， 土
SCl 5YR3/2 20

K2 SiCl 10YR4/4
SCl 10YR4/6 10

中 中 ， 土 ， 土
SCl 5YR3/2 3

L1 SiCl 10YR4/6
SCl 10YR2/31 20

中 中 土
SiCl 10YR2/1 20

L2 SiCl 5YR3/2 中 中 ， 層

pit1
E1 SiCl 10YR3/4

SiCl 10YR2/1 20
中 中 土

SiCl 5YR3/6 10

pit2 E2 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/4 5 中 中

E3 Sil 10YR4/4
SiCl 10YR3/3 30

中 中 土
SiCl 5YR4/6 1

RA05 A SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/4 10 中 中 To-a 1

B SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 20 中 中

J1 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR4/4 10

中 中 土
SiCl 5YR3/6 30

J2 SiCl 10YR2/2
SiCl 10YR4/4 30

中 中 土
SiCl 5YR4/6 5

J3 SiCl 2.5YR4/6 SiCl 10YR4/6 5 中 中

K1 SiCl 10YR4/4
SiCl 10YR2/2 20

中 中 土 土
SiCl 5YR4/6 20

K2 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/2 5 中 中 土

L1 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 30 中 土

L2 SiCl 2.5YR4/6 SiCl 2.5YR2/4 20 土

pit1 E1 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 2 中 中

pit2 E2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 20 中 中

pit3 E3 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 20 中 中

pit4 E4 SiCl 10YR2/2
SiCl 10YR3/3 20

中 中
SiCl 10YR4/4 10

pit5 E5 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 3 中 中 土

pit6 E6 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 2 中 中
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土 土
の

土 土 (JIS) 土 土 (JIS)

RA06 A SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/6 30 中 中

B SiCl 10YR3/2 SiCl 10YR4/6 20 中 中

C1 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/6 30 中 中

C2 SiCl 10YR3/2
SiCl 10YR4/6 20 中 中

土
SiCl 5YR4/6 20 中 中

J1 SiCl 10YR3/4
SiCl 10YR4/4 10 中 中

土
SiCl 5YR4/6 20 中 中

J2 SiCl 5YR4/6
SiCl 10YR4/4 30

中 中
SiCl 10YR2/2 5

J3 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR4/4 10

中 中
SiCl 5YR4/6 30

J4 SiCl 10YR3/3 2/3
SiCl 10YR4/4 10

中 中
SiCl 5YR4/6 20

J5 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR4/4 20

中 中
SiCl 5YR4/6 10

K1 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR3/3 10 土

K2 SiCl 10YR4/4 4/6 土

L1 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 30 中 中 土

L2 SiCl 5YR4/6 4/4 SiCl 10YR2/3 10 中 中

RA07 A SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 5 中 中 To-a

B1 SiCl 10YR2/3 2/2 SiCl 10YR4/4 10 中 中

B2 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR4/4 30

中 中 土
SiCl 7.5YR4/6 1

C1 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR2/1 10

中 中
SiCl 10YR4/4 10

C2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 40 中 中

C3 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR4/4 30

中 中
SiCl 10YR2/1 5

C4 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 5 中 中 ・ 土

J1 SiCl 10YR3/2
SiCl 10YR3/4 5

中 中 ・ 土 5
SiCl 10YR5/6 10

J2 SiCl 7.5YR3/4 SiCl 5YR4/8 20 中 中 土

J3 SiCl 10YR2/1 中 中 70

J4 SiCl 7.5YR2/3 SiCl 10YR5/6 10 中 中 土 5

J5 SiCl 10YR3/4 SiCl 10YR4/6 10 中 土

J6 SiCl 5YR4/6 中 中

K1 SiCl 10YR4/4
SiCl 10YR3/2 5

中 中 土
SiCl 10YR5/6 3

K2 SiCl 10YR4/6
SiCl 10YR3/2 3

中 中 土
SiCl 10YR5/6 5

K3 SCl 10YR5/6 中 中 2 5cm 礫 ， 土

L SiCl 10YR3/2
SiCl 10YR4/4 10

中 中 土
SiCl 10YR2/1 10

pit1 M1 SiCl 10YR4/3 SiCl 10YR2/2 5 中 中

M2 SiCl 7.5YR3/6 SiCl 10YR2/2 10 中 中 土 土

N1 SiCl 10YR3/4 SiCl 10YR2/2 5 中 中

pit2 M3 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 5 中 中

pit3 M4 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 2 中 中 C2 層

N2 SiCl 10YR2/1
SiCl 10YR4/4 3

中 中
SiCl 5YR3/6 2 土

N3 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR3/3 5 中 中

O SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 5 中 中

pit5 M5 SiCl 10YR3/2 SCl 10YR5/6 3 中 中 1 3cm 礫

RA08 A1 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR3/1 30 中 中

A2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR2/1 10 中 中

A3 SiCl 10YR2/2
SiCl 10YR2/1 10

中 中
SiCl 10YR4/4 5

B1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 5
中 中

SiCl 10YR6/4 1 To-a

B2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 10 中 中

B3 SiCl 10YR2/3

SiCl 10YR2/2 10

中 中SiCl 10YR4/4 30

SiCl 5YR5/8 1 土

B4 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR2/2 5 中 中

SiCl 10YR4/4 10

C1 SiCl 10YR3/2 SiCl 10YR4/4 5 中 中

C2 SiCl 10YR3/2 SiCl 10YR4/4 20 中 中 土・

C3 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR2/1 5

中 中
土 土

SiCl 10YR4/4 20
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土 土
の

土 土 (JIS) 土 土 (JIS)

RA08
C4 SiCl 10YR2/3

SiCl 10YR2/1 20
中 中

SiCl 10YR4/4 20

C5 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 40 中 中

C6 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR2/1 20

中 中
SiCl 10YR4/4 10

C7 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR2/1 5

中 中
土

SiCl 10YR4/4 20

C8 SiCl 10YR2/3 3/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中

C9 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中

C10 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 30 中 中 土

C11 SiCl 10YR2/3
SiCl 10UR2/1 20 中 中

SiCl 10YR4/4 10 中 中

C12 SiCl 10YR2/2 2/3 SiCl 10YR4/4 10 中 中

D1 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 20 中 中 土

D2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 10 中 中

E1 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中 土

E2 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR3/3 30 中 中 土

新
J1 SiCl 10YR3/3

SiCl 10YR2/1 2/2 5

中 中SiCl 10YR4/4 20

SiCl 5YR4/6 5 土

J2 SiCl 10YR3/4
SiCl 5YR4/6 5

中 中
土

SiCl 10YR4/4 10

J3 SiCl
10YR2/3 SiCl 10YR3/3 30

中 中
SiCl 10YR4/4 5

J4 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 20 中 中

J5 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR4/4 40

中 中
SiCl 10YR2/1 20

J6 SiCl 10YR3/4
SiCl 10YR2/1 5

中 中
SiCl 5YR4/6 20 土

J7 SiCl 10YR2/3 2/2 SiCl 5YR5/8 1 中 中

J8 SiCl 5YR4/8 SiCl 5YR6/8 30 中 中 土 土

J9 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 10
中 中

， 小

SiCl 5YR4/6 20 土

旧
J'1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 3 中 中

J'2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 10 中 中

J'3 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 30

中 中SiCl 5YR2/3 5 土

SiCl 5YR4/8 1

J'4 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 ・ ・層 30
中 中

SiCl 5YR4/6 層 土 層

J'5 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/4 1 中 中 土

J'6 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 5 中 中 土 ・

J'7 SiCl 10YR3/1 2/1 SiCl 10YR4/4 1 中 中 土

J'8 SiCl 5YR4/8 SiCl 10YR4/4 3 中 中

K1 SiL 10YR4/4 4/3 SiL 10YR2/3 10 中 中 土

K2 SiL 10YR3/3 SiL 10YR4/4 5 中 中 土

SiL 10YR2/3 2/2 20 中 中

K3 SiL 7.5YR2/3 SiL 10YR4/4 10 中 中 土

L1 SiCl 2.5YR4/6 SiCl 5YR4/8 5 中 中 層

SiCl 5YR4/6 1 土

L2 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 30 中 中 土・

L3 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 10 中 中 土・L2 層

L4 SiCl 10YR4/4 SiCl 5YR5/8 30 中 中 土・旧 層

SiCl 10YR2/3 20 ， 土

L5 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 10 中 中 土・旧 層

SiCl 10YR2/1 5

SiCl 5YR5/8 3

L6
SiCl

10YR5/8 SiCl 10YR4/4 20 中 中 旧 層

SiCl 10YR2/3 10

pit M1 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 20 中 中

SiCl 5YR4/6 5 土

M2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR2/2 10 中 中

SiCl 10YR4/4 30

M3 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 3 中 中

M4 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 30 中 中

SiCl 10YR2/2 10

M5 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 層 40 中 中

M6 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 1 中 中

層 SiCl 10YR2/3 3/3 層

SiCl 10YR4/4
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土 土
の

土 土 (JIS) 土 土 (JIS)

RA09 A
SiCl 10YR2/3

SiCl 10YR4/4 3 中 中

SiCl 10YR7/3 3 To-a

B1 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 10 中 中

SiCl 5YR5/8 3 土

B2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 20 中 中

B3 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 50 中 中

B4 SiCl 10YR2/3 3/3 SiCl 10YR4/4 40 中 中

SiCl 5YR5/8 1 中 中 土

B5 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中

B6 SiCl 10YR2/3 2/2 SiCl 10YR4/4 20 中 中

C1 SiCl 10YR3/4 SiCl 10YR4/4 30 中 中 土

SiCl 10YR2/3 2/2 30

C2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 20 中 中

C3 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中

C4 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中

C5 SiCl 10YR2/3 2/2 SiCl 10YR4/4 10 中 中

SiCl 5YR5/8 3 土， 1

C6 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 5 中 中

SiCl 5YR3/6 20 土

SiCl 5YR5/8 3 土

C7 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 40 中 中

J1 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 20 中 中 土

J2 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 30 中 中

J3 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 10 中 中

J4 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中

J5 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR2/2 40 中 中 土 ，

J6 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 20 中 中 土 ，

SiCl 5YR5/8 10 土

J7 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR4/4 10 中 中

SiCl 5YR4/8 6/8 30 中 中

J8 SiCl 5YR6/8 SiCl 5YR4/8 30 中 中

SiCl 10YR2/2 5

J9 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 10 中 中

J10 SiL 10YR4/4
SiCl 10YR2/3 5 中 中

SiCl 5YR3/6 4/6 50 中 中 層

K1 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中

K2 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 40 中 中

K3 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR3/3 1 中 中

K4 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中

L1 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR3/3 10 中 中 土・

L2 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR3/3 20 中 中 土

pit M1 SiCl 10YR2/3 SiL 10YR4/4 5 中 中 ， 土

M2 SiCl 10YR2/3 中 中

RA10 A SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 10 中 中 To-a 1

B1 SiCl 10YR3/3 3/4 SiCl 10YR4/4 30 中 中

B2 SiCl 10YR3/3 3/4 SiCl 10YR4/4 20 中 中

SiCl 10YR2/3 10

B3 SiCl 10YR2/3 3/4 SiCl 10YR4/4 40 中 中

B4 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中

J1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR3/4 30 中 中 土 層 7.5YR3/2

J2 SiCl 7.5YR3/4 SiCl 5YR4/8 30 中 中 土 30

SiCl 5YR5/8 1 土

J3 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 10 中 中 土 ， 1

J4 SiCl 10YR2/3 2/2 SiCl 10YR3/3 20 中 中 土 3

SiCl 10YR4/4 5

J5 SiCl 10YR3/3
SiCl 10YR4/4 10 中 中 土 1

SiCl 10YR2/1 5 中 中

J6 SiCl 5YR5/8 中 中

K1 SiCl 10YR2/3 3/3 SiCl 10YR4/4 20 中 中

K2 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 10 中 中

L1 SiL 10YR4/4 SiL 10YR2/3 30 中 中 土

SiCl 10yr4/3 4/4 SiCl 10YR4/6 10 中 中

RA11 A SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/4 2 中 中

B SiCl 10YR3/2 SiCl 10YR4/4 10 中 中 土 2

SiCl 10YR2/1 2

C SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/4 5 中 中 10YR4/4 東

J1 SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/6 30 中 中 土

J2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 10 中 中

J3 SiCl 10YR4/3 SiCl 10YR2/1 2/3 10 中 中 土 ，

SiCl 10YR4/4 10

J4 SiCl 10YR3/4 4/4 SiCl 10YR2/3 30 中 中 土

J5 SiCl 10YR3/4 3/6 SiCl 2.5YR4/6 5 中 中

K1 SiCl 10YR4/4 3/4 SiCl 10YR3/3 5 中 中 土
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RA11 K2 SiCl 10YR4/4 3/4 SiCl 10YR3/3 30 中 中 土

L SiCl 10YR4/6 4/4 SiCl 10YR2/3 10 中 中 土

SiCl 10YR2/2 中 中 土

SiCl 10YR4/4 3/4 中 中 層

SiCl 10YR4/6 4/4 中 中

土 土
の

土 土 (JIS) 土 土 (JIS)

RA12 A SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR3/3 30 中 中

SiCl 10YR4/4 10

B1 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中

SiCl 10YR2/2 1

B2 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 5 中 中

B3 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 40 中 中

J1 SiCl 5YR3/2 SiCl 5YR4/8 20 中 中 3cm

SiCl 10YR2/2 5

SiCl 10YR3/3 5

J2
SiCl 10YR3/3

SiCl 10YR2/3 30 中 中

SiCl 5YR3/2 10

K1 SiCl 10YR4/6 SiCl 10YR2/3 3 中 中 土

K2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/6 30 中 中 土

L1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/6 40 土

L2 SiCl 10YR4/6 SiCl 10YR2/3 20 中 中 L1 層 土

RA13 A SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中

J1 SiCl 5YR3/2 SiCl 10YR4/6 5 中 中 土 ， 土

J2 SiCl 7.5YR3/2 SiCl 10YR4/6 5 中 中 土

J3 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/6 10 中 中 土

J4 SiCl 5YR3/2 SiCl 2.5YR5/6 3 中 中

K1 SiCl 10YR3/4 SCl 10YR4/6 10 中 中 土 土

K2 SCl 10YR4/6 SiCl 10YR2/3 2 中 中 土

L SiCl 10YR3/4 SiCl 10YR2/1 3 中 中 土

RE01 A1 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR7/3 20 中 中 To-a

A2 SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/6 2 中 中

A3 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR3/2 5 中 中 15 30cm 礫

B1 SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR3/3 2 中 中

SiCl 10YR5/8 2

B2 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/6 5 中 中 土器 土 層

B3 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/6 5 中 中

SiCl 10YR2/2 10

B4 SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/4 40 中 中

B5 SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/4 20 中 中

L SiCl 10YR4/2 SiCl 10YR5/6 20 中 中 土

RE02 A SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR2/2 10 中 中 To-a)

B SiCl 10YR2/2 中 中

C1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/6 2 中 中

C2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/6 2 中 中

SiCl 10YR5/8 3

D SiCl 10YR2/1 SiC SICl 10YR5/6 30 中 中 a 層 土

L SiCl 10YR4/6 SiCl 10YR2/3 20 中 中

a SiCl 10YR2/3 中 中 土

b SiCl 10YR2/2 SiC SICl 10YR3/1 20 中 中 土 西 南

a SiCl 10YR2/3 中 中 層

b SiCl 10YR3/3 3/4 中 中 層

a SiCl 10YR5/6 4/6 中 層

RD06 A SiCl 10YR2/2 2/3 SiCl 10YR4/4 10 中 中

B SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 40 中 中

RD07 SiCl SiCl RG04 土

RD08 A SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 10 中 中 RG04

B SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/4 30 中 中

RD09 A SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 10 中 中

B1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中

B2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 40 中 中

C1 SiCl 10YR3/3 2/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中

SiCl 7.5YR4/6 5 土 ，

C2 SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 30 中 中

C3 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 30 中 中

C4 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 10 中 中

RD10 A SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/3 4/4 20 中 中 土 ，

RD11 A SiCl 10YR2/2 2/3 SiCl 10YR4/3 4/4 3 中 中 土 ， 1

B SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/3 4/4 30 中 中

SiCl 5YR4/6 5 土

C1 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/3 4/4 20 中 中 土 ，

C2 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/3 4/4 40 中 中 土 ，
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土 土
の

土 土 (JIS) 土 土 (JIS)

RD12 A SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 4/3 20 中 中 1

SiCl 5YR4/6 1

B SiCl 10YR4/3 4/4 SiCl 10YR2/3 20 中 中

RD13 A1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR3/4 4/4 20 中 中

SiCl 5YR4/6 1 土

A2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 3/4 40 中 中

SiCl 5YR4/6 1 土

RD14 A SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/4 30 中 中

RD15 A1 SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/4 1 中 中

A2
SiCl

SiCl
10YR2/1

SiCl 10YR4/4 20 中 中

SiCl 5YR3/6 10 土

B SiCl 10YR3/1
SiCl 10YR4/4 10 中 中

土 層 5YR5/8

SiCl 5YR3/6 4/6 層 30 土 土 層

C SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/4 5 中 中

D SiCl 10YR2/1 SiCl 10YR4/4 3 5cm) 50 中 中

RD16 A SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 3 中 中 RA13

RG03・04 A SiCl 10YR2/2 SiCl 10YR4/3 10 中 中 2 10cm 礫

B1 SiCl 10YR3/1
SiCl 10YR4/3 30 中 中

SCl 10YR4/6 5

B2 SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/4 30 中 中

C SiCl 10YR4/3 中 中

1 P SiL 10YR3/3 SiCl 5YR3/2 30 中 中 土

2
P1 SiCl 10YR2/3

SiCl 10YR3/3 5 中 中

SiCl 10YR4/4 10 中 中

3 P2 SiCl 10YR3/1 SiCl 10YR4/4 30 中 中

4 A SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 5 中 中

B SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 10 中 中

C1 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 20 中 中

C2 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 5 中 中

C3 SiCl 10YR2/3 SiCl 10YR4/4 40 中 中

旧
A1 SiCl 10YR2/3

SiCl 10YR2/2 30 中 中

SiCl 10YR4/4 5

B1 SiL 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 1 中 中 1 5cm 礫

B2 SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR2/3 10 中 中

C1 SiCl 10YR3/3 SiCl 10YR4/4 30 中 中 1 10cm 礫

C2 SiCl 10YR2/3
SiCl 10YR4/4 10 中 中

SiCl 10YR3/3 5

C3

SiCl 10YR4/4 SiCl 10YR3/3 5 中 中

30



５ 土

cm

1 30 20

RA04

7 NW B 15.6 16.6 14.8 8.5
,

,

2 30 20 9 NE B 8

3 30 20 8 NW B

,

, ,

4 30 20 1 N B 2.8 5.8 2

cm

5 31 -

RA05

23 NW A 15.2
, , ,

6 31 - 14 NE B1 3.4 13.6

,

,
,

7 31 - 15 NE B1 13
,

8 31 20 5 No.3(1) 5.1 15.8

,

,

,

,

9 31 - 32 SW A 13.5
,

10 31 20 6 No.3(2) ,

,

,

11 31 - 3 No.1 9.3 ,

12 31 - 16 NW B 19.2
,

13 31 - 17 NW B

14 31 - 12 B2 ,

15 31 20 2 No.1 11.0 5.1 3.3

16 31 20
10

NW B

cm

17 32 20

RA06

65 5.8 16
, ,

18 32 20 66
A

20.4 17.8 , ,
,

19 32 20 18 NE B 11.5 7.1

20 32 20 3 NE J
, ,

21 32 20 4

22 32 20 7 SE A

cm

23 33 20

RA07

18 J 16.4

,

,
,

24 33 20 13 ,
, ,

25 33 21 20 No.1 16
,

,

26 33 - 26 16.4 15.8 , ,
, ,

27 33 21 19 J , 15.2 , ,

28 33 21 6 No.2,3 22.8 15.9 21.4 7.7
, , ,

,

29 33 24 3 J 1/2 6.58 1.67 0.67 6.4

cm

30 34 -

RA08

54 NW
, ,

31 34 - 72 埦 NW C
,

32 34 21 10 No.9
K

18.7 16.6
, ,

33 34 21 11 No.10
K

30.5 19.4 17.7 7 , ,
,

34 34 21 7 No.6 K 16 16.2 14.4 8.2
,

,
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35 35 21

RA08

9 N .8
K

32.1 20.6 19.5 7.9
,

, ,

,

36 35 21 8 N .7
K

26.5 19.4 17.7 8.1
,

,

37 35 21 6 N .3 14.5 5.9 , ,

38 35 21 16 N .4 9.0

39 36 - 14 N .1 17.8 ,
, ,

40 36 21 48 NW J 25.0 18.2 18.0 7.7
,

, ,

41 36 21 37 J 9.3 14.1 12.4 6.3
,

,

, ,

42 36 - 38 J 11.1 8.8
,

,

43 36 - 91 NE 11.3 9.6

44 37 - 21 N .5 8.9

45 37 21 39 J 22.8 15.9 21.4 7.7

,

,

,

,

,

46 37 21 2 J 3.3 8.0
,

47 38 21 5 NW B 0.7 0.6

48 38 21 6 NW A 1.0 0.7

49 38 21 9 NW A 2 3 1.0 1.2 3.9

50 38 24 4 NE 4 5 22.0 1.68 0.78 33.3

51 38 21 6 NE 8.6 7.1 5.7

52 38 21 7 NE 9.9 8.5 6.0

cm

53 39 22

RA09

12 N .8 3.8 13.4
, ,

54 39 22 8 5.0 14.6
,

,

,
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第 20 図　RE01 竪穴建物跡
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第 20 図　RE01 竪穴建物跡
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第 21 図　RE02 竪穴建物跡
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第 22 図　RD06 ～ 09 土坑
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第 22 図　RD06 ～ 09 土坑
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第 23 図　RD10 ～ 13 土坑
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第 24 図　RD14 ～ 16 土坑
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第 24 図　RD14 ～ 16 土坑

0　　　　  　　  1:50　    　　　　　2ｍ
L=115.000m

P   土器片

RD16

RD11

b b’

A1

A

a

a’

A

P

RD14

撹乱

RG04

a’

a

b

b’

a a’

RG04

RD14 RD15

撹乱

RD11

A2
B

C
D

A1

A2
B

C

D

RA13

撹乱

RY
+
36
6

RY
+
36
8

RX-148

RX-146

RY
+
38
4

RX-140

RX-138

RY
+
38
6

A C

c c’

第 25 図　RG03・04 溝跡 (１)
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第 26 図　RG03・04 溝跡 (2)
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第 27 図　RG03・04 溝跡 (3)
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第 30 図　RA04 竪穴建物跡出土遺物

1（NW－B層）

3（NW－B層）

4（ベルト①北－B層）

2（NE－B層）

0 1：3 10㎝
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第 31 図　RA05 竪穴建物跡出土遺物

5（NW－A層）

8（土器No.3(1)－床面） 9（SW－A層）

10（土器No.3(2)－床面）

12（NW－B層）

11（土器No.1－床面）

13（NW－B層）

15（石器No.1－床面）

16（NW－B層）

14（カマド右ソデ－B2層）

6（ベルト②　NE－B1 層） 7（ベルト②　NE－B1 層）

0 1：3
（5～15）

10㎝ 0 1：2
（16）

5㎝
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第 32 図　RA06 竪穴建物跡出土遺物

17（検出面）
18（検出面・A層）

19（NE－B層）

21（カマド脇　撹乱） 22（SE－A層）

20（NE－J 層）

0 1：3
（17～20）

10㎝

0 1：2
（21・22）

5㎝
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第 33 図　RA07 竪穴建物跡出土遺物

23（カマド－J層） 24（カマドベルト①南－床面）

25（土器No.1－床面）

26（ベルト①南－床面）

29（カマド煙道－J層）

28（土器No.2・3－床面）

27（カマド－J層）

0 1：3 10㎝

0 1：2

（23～28）

（29）
5㎝

60



第 34 図　RA08 竪穴建物跡出土遺物 ⑴

30（NW－床面）

32（土器No.9－K層カマド芯）

34（土器No.6－K 層上位）

33（土器No.10－K層カマド芯）

31（ベルト②－C層）

0 1：3 10㎝
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第 35 図　RA08 竪穴建物跡出土遺物 ⑵

35（土器No.8－K 層カマド芯）

36（土器No.7－K 層カマド芯）

37（土器No.3－火床面）

38（土器No.4－床面）

0 1：3 10㎝
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第 35 図　RA08 竪穴建物跡出土遺物 ⑵

35（土器No.8－K 層カマド芯）

36（土器No.7－K 層カマド芯）

37（土器No.3－火床面）

38（土器No.4－床面）

0 1：3 10㎝

第 36 図　RA08 竪穴建物跡出土遺物 ⑶

39（土器No.1－床面）

41（カマド前－J層）

40（NW－J 層）

42（カマド前－J層）

43（NW－C層）

0 1：3 10㎝
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第 37 図　RA08 竪穴建物跡出土遺物 ⑷

44（土器No.5－床面）

46（新煙道－J層）

45（カマド前－J層）

0 1：3 10㎝46 のスクリーントーンはスス付着範囲
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第 37 図　RA08 竪穴建物跡出土遺物 ⑷

44（土器No.5－床面）

46（新煙道－J層）

45（カマド前－J層）

0 1：3 10㎝46 のスクリーントーンはスス付着範囲

第 38 図　RA08 竪穴建物跡出土遺物 ⑸

47（NW－B層） 48（NW－A層） 49（NW－A層）

51（NE－C層）
52（NE－C層）

50（NE－床面）

0 1：3
（51・52）

10㎝

0 1：2
（47～50）

5㎝
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第 39 図　RA09 竪穴建物跡出土遺物 ⑴

53（土器No.8－床面）

56（SE－C層）

57（SW－C層）

61（SE－A層） 62（SW－A層）

63（土器No.9－床面） 64（NE－C層）

54（ベルト①北－C層）

55（土器No.6－C層）

58（NW－B層） 59（NW－B層） 60（NW－B層）

0 1：3 10㎝
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第 40 図　RA09 竪穴建物跡出土遺物 ⑵

65（土器No.12・14・15・17－K層）

67（SW－C層）

68（SE－C層）

69（カマド－C層）

66（土器No.12・13・16－K層）

0 1：3 10㎝

66 67



第 41 図　RA09 竪穴建物跡出土遺物 ⑶

70（土器No.3－C層上）

71（土器No.5－C層上）

73（土器No.7－C層上）
74（土器No.4－C層上）

72（土器No.1－C層上）

0 1：3 10㎝
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第 42 図　RA09 竪穴建物跡出土遺物 ⑷

75（土器No.10－C層上）

76（NE－B層）

77（NW－A層）

78（NW煙道ベルト①西－C層上）

79（土器No.2－C層上） 80（カマド－J層）

0 1：3 10㎝ 0 1：2
（80 のみ）

5㎝

68 69



第 43 図　RA10 竪穴建物跡出土遺物

81（SE－B層）

84（土器No.1－床面）

87（SW－床面）

85（土器No.2－床面）

86（NE－床面）

82（土器No.3－床面）

83（SW－床面）

0 1：3 10㎝

0 1：2 5㎝
（87 のみ）
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第 43 図　RA10 竪穴建物跡出土遺物

81（SE－B層）

84（土器No.1－床面）

87（SW－床面）

85（土器No.2－床面）

86（NE－床面）

82（土器No.3－床面）

83（SW－床面）

0 1：3 10㎝

0 1：2 5㎝
（87 のみ）

第 44 図　RA11 竪穴建物跡出土遺物

88（土器No.6－K 層）

89（土器No.8－K 層）

90（土器No.5－K 層）

91（土器No.4－床面 K層）

92（土器No.1－床面）

0 1：3 10㎝
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第 45 図　RA12・RE01 竪穴建物跡，RD10 土坑，検出面　出土遺物

93（RA12－NE－A層）

95（RE01－ベルト②NW－B層）

94（RA12－土器 No.1－K層）

96（RE01－SE－B層）

98（RD10－A層）

99（RX-122 , RY+388－検出面）

97（RE01－NE－B層）

0 1：3 10㎝ 0 1：2 5㎝
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第 科学分 ・保存 理
第 の(遺 号)は，調査 の遺 号。

・ AMS 年代測 ー

藤 ・ 藤 教・ 田 史・山 ・Zaur Lomtatidze・ 沼保

（ ）は に

盛岡市の 屋遺跡第 5 次調査で出土した 化 について 分 （AMS ）による 性 素

年代測 を行った。な 同じ 料を いて 同 も行われている（ 同 の項参 ）。

（ ） と

料は RA04(RA01) 物跡の 面と RA08(RA05) 物跡の 面 よ マ 面 地土

RA09(RA06) 物跡の C RD15(RD11)土 の B から出土した 化 である。 料は いず

れも 年 が残存して らず 部 不明であった。な 調査所見から RA04(RA01) 物跡と

RA08(RA05) 物跡 RA09(RA06) 物跡は 代 RD15(RD11)土 は 代以 と推測されてい

る。測 料の 報 調 ー は第 10 のと りである。 料は調 後 分 （ ・

AMS NEC 1.5SDH）を いて測 した。 られた 14C 度について同 体分別 の

を行った後 14C 年代 年代を 出した。

10

測 号
遺跡 ー

(調査 遺 号)
料 ー 前 理

PLD-41808

遺 RA04(RA01) 物跡

面

資料 No.1

化 （ ）

料の性 年 以 部 不明

dry

波 浄

有 理

・ リ・ 浄（ 1.2 

mol/L,水 化 リ 1.0 

mol/L, 1.2 mol/L）

PLD-41809

遺 RA08(RA05) 物跡

面

資料 No.2

化 （ ）

料の性 年 以 部 不明

dry

波 浄

有 理

・ リ・ 浄（ 1.2 

mol/L,水 化 リ 1.0 

mol/L, 1.2 mol/L）

PLD-41810

遺 RA08(RA05) 物跡

置 マ 面 地土

L3

資料 No.3

化 （ ）

料の性 年 以 部 不明

dry

波 浄

有 理

・ リ・ 浄（ 1.2 

mol/L,水 化 リ 1.0 

mol/L, 1.2 mol/L）

PLD-41811

遺 RA09(RA06) 物跡

C

資料 No.4

化 （ ）

料の性 年 以 部 不明

dry

波 浄

有 理

・ リ・ 浄（ 1.2 

mol/L,水 化 リ 1.0 

mol/L, 1.2 mol/L）

PLD-41812

遺 RD15(RD11)土

B

資料 No.5

化 （ ）

料の性 年 以 部 不明

dry

波 浄

有 理

・ リ・ 浄（ 1.2 

mol/L,水 化 リ 1.0 

mol/L, 1.2 mol/L）

第 45 図　RA12・RE01 竪穴建物跡，RD10 土坑，検出面　出土遺物

93（RA12－NE－A層）

95（RE01－ベルト②NW－B層）

94（RA12－土器 No.1－K層）

96（RE01－SE－B層）

98（RD10－A層）

99（RX-122 , RY+388－検出面）

97（RE01－NE－B層）

0 1：3 10㎝ 0 1：2 5㎝
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（ ）

第 11 に 同 体分別 の に いる 素同 体 （ 13C） 同 体分別 の を行って 年

に いた年代 と によって られた年代 に って年代 と を めて 示した 14C 年代

年 結 を 第 46 図に 年 結 をそれ れ示す。 年 に いた年代 は下 1 を めていな

い であり 今後 年 が された際にこの年代 を いて 年 を行うために記載した。

14C 年代は AD1950 年を にして 年前かを示した年代である。14C 年代（yrBP）の 出には 14C の 期

として Libby の 期 5568 年を した。また 記した 14C 年代 （ 1 ）は 測 の

等に いて 出され 料の 14C 年代がその 14C 年代 内に る が 68.27 であることを示す。

な 年 の詳細は以下のと りである。

年 とは 大 の 14C 度が一 で 期が 5568 年として 出された 14C 年代に し 去の

度や地 場の による大 の 14C 度の よ 期の い（ 14C の 期 5730 40 年）を

して より 際の年代 に近いものを 出することである。

14C年代の 年 にはOxCal4.4（ ー IntCal20）を した。な 1 年代 は OxCal

の を して 出された14C年代 に相当する68.27 信頼 の 年代 であり 同様に2 年

代 は95.45 信頼 の 年代 である。 内の百分 の は その 内に 年代が る を

する。 の 上の は14C年代の 分布を示し は 年 を示す。

11 の

測 号
13C

(‰)

年 年代

(yrBP 1 )

14C 年代

(yrBP 1 )

14C年代を 年代に した年代

1 年代 2 年代

PLD-41808

資料No.1
-26.34 0.30 1280 21 1280 20

679-707 cal AD (31.01%) 

725-749 cal AD (24.32%) 

758-768 cal AD (10.61%) 

771-773 cal AD ( 2.32%)

671-774 cal AD (95.45%)

PLD-41809

資料No.2
-28.06 0.22 1361 20 1360 20 651-666 cal AD (68.27%)

643-679 cal AD (93.13%)

751-758 cal AD ( 2.32%)

PLD-41810

資料No.3
-28.14 0.23 1284 20 1285 20

677-706 cal AD (33.04%) 

727-729 cal AD ( 1.76%) 

737-752 cal AD (15.75%) 

757-773 cal AD (17.72%)

671-709 cal AD (39.41%)

711-774 cal AD (56.04%)

PLD-41811

資料No.4
-28.02 0.23 1306 20 1305 20

667-686 cal AD (26.56%) 

742-762 cal AD (29.83%) 

764-772 cal AD (11.88%)

660-706 cal AD (45.74%)

726-773 cal AD (49.71%)

PLD-41812

資料No.5
-28.60 0.23 1489 20 1490 20 568-602 cal AD (68.27%)

550-608 cal AD (85.83%)

621-638 cal AD ( 9.62%)
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（ ）

以下 料の 年 結 のうち 2 年代 （ 95.45%）に 目して結 を 理する。

RA04(RA01) 物跡の 面から出土した 化 （資料 No.1 PLD-41808）の 年代 は 671-774 cal 

AD (95.45%)であった。これは 7 世紀後 ～8 世紀後 で 代～ 代の 年代である。

RA08(RA05) 物跡の 面から出土した 化 （資料 No.2 PLD-41809）の 年代 は 643-679 cal 

AD (93.13%) よ 751-758 cal AD (2.32%)であった。これは 7 世紀 ～8 世紀 で 代～

代の 年代である。また マ 面 地土から出土した 化 （資料 No.3 PLD-41810）の 年代

は 671-709 cal AD (39.41%) よ 711-774 cal AD (56.04%)であった。これは 7 世紀後 ～8 世紀後

で 代～ 代の 年代である。

RA09(RA06) 物跡の C から出土した 化 （資料 No.4 PLD-41811）の 年代 は 660-706 cal 

AD (45.74%) よ 726-773 cal AD (49.71%)であった。これは 7 世紀後 ～8 世紀後 で 代～

代の 年代である。

RD15(RD11)土 の B から出土した 化 （資料 No.5 PLD-41812）の 年代 は 550-608 cal AD 

(85.83%) よ 621-638 cal AD (9.62%)であった。これは 6 世紀 ～7 世紀前 で 代後期～

代の 年代である。

RA04(RA01) 物跡と RA08(RA05) 物跡 RA09(RA06) 物跡は調査所見によれば 代と推

されて り 今 の年代測 の結 は 的であった。一方で RD15(RD11)土 の 化 の年代測 結

は 代後期～ 代の 年代であり 推 期である 代以 よりも 70 年以上 い 年代を示

した。

な は 年 部分を測 すると もしくは 年代が られるが 内 の年 を測 する

と内 であるほ い年代が られる（ ）。今 測 を行った 料は いずれも 年 が残存

して らず 残存している 年 のさらに にも年 が存在していたはずである。したがって が

際に もしくは されたのは 測 結 の年代よりもやや しい 期であったと考えられる。

RD15(RD11)土 の資料 No.5（PLD-41812）が い 年代を示したのは の による可能性がある。

参考文献

Bronk Ramsey, C. (2009) Bayesian Analysis of Radiocarbon dates. Radiocarbon, 51(1), 337-360.

村 （2000） 性 素年代測 の 本先史 代の 14C 年代編集委員会編「 本先史 代の 14C 年代」 3-20，

本第四紀学会

Reimer, P.J., Austin, W.E.N., Bard, E., Bayliss, A., Blackwell, P.G., Bronk Ramsey, C., Butzin, M., Cheng, H., 

Edwards, R.L., Friedrich, M., Grootes, P.M., Guilderson, T.P., Hajdas, I., Heaton, T.J., Hogg, A.G., Hughen, 

K.A., Kromer, B., Manning, S.W., Muscheler, R., Palmer, J.G., Pearson, C., van der Plicht, J., Reimer, R.W., 

Richards, D.A., Scott, E.M., Southon, J.R., Turney, C.S.M., Wacker, L., Adolphi, F., Büntgen, U., Capano, M., 

Fahrni, S.M., Fogtmann-Schulz, A., Friedrich, R., Köhler, P., Kudsk, S., Miyake, F., Olsen, J., Reinig, F., 

Sakamoto, M., Sookdeo, A. and Talamo, S. (2020) The IntCal20 Northern Hemisphere radiocarbon age calibration 

curve (0-55 cal kBP). Radiocarbon, 62(4), 725-757, doi:10.1017/RDC.2020.41. 

https://doi.org/10.1017/RDC.2020.41 (cited 12 August 2020)
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OxCal v4.4.2 Bronk Ramsey (2020); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);

68.27% probability

679-707 cal AD (31.01%)

725-749 cal AD (24.32%)
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771-773 cal AD ( 2.32%)

95.45% probability

671-774 cal AD (95.45%)
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OxCal v4.4.2 Bronk Ramsey (2020); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);

68.27% probability

651-666 cal AD (68.27%)

95.45% probability

643-679 cal AD (93.13%)

751-758 cal AD ( 2.32%)
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677-706 cal AD (33.04%)
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95.45% probability

671-709 cal AD (39.41%)

711-774 cal AD (56.04%)
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68.27% probability

568-602 cal AD (68.27%)

95.45% probability

550-608 cal AD (85.83%)

621-638 cal AD ( 9.62%)

第 46 図　暦年較正結果
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土 の

沼保 （ ・ ）

（ ）は に

盛岡市の 屋遺跡第 5 次調査で出土した 化 の 同 を行った。な 同じ 料を いて 性 素

年代測 も行われている（ 性 素年代測 の項参 ）。

（ ） と

料は 代の 物跡である RA04(RA01) 物跡 RA08(RA05) 物跡 RA09(RA06)

物跡から出土した 化 4 と 代以 と推 されている土 RD15(RD11)から出土した 化 1

の 5 である。 性 素年代測 の結 RA04(RA01) 物跡 RA08(RA05) 物跡 RA09(RA06)

物跡出土の 化 は ～ 代 土 RD15(RD11)出土の 化 は 代後期～ 代の 年

代を示した（ 性 素年代測 の項参 ）。

同 に先立ち 察と 体顕 察による の と 残存年 よ 残存 の 測を行

った。その後 リまたは手で 3 面（ 面・ 面・ 面）を り出し 料 に 料を

面 ー で した。次に で ー を し 査 顕 （KEYENCE 社 VHX-

D510）を いて の同 と を行った。

（ ）

同 の結 料はいずれも広 の であった。結 を第 12 に示す。

12

層
(mm)

1
RA04(RA01)

No.1 24 20 19
PLD-

41808

2
RA08(RA05)

No.3 43 18 0.9
PLD-

41809

3
RA08(RA05)

旧 土 L3 層 11 0.6 0.8
PLD-

41810

4
RA09(RA06)

No.2 C 層 39 32 19
PLD-

41811

5 RD15(RD11)土 B 層 26 17 0.9
PLD-

41812

以下に 同 となった の特 を記載し 査 顕 を図版に示す。

（1） Quercus sect. Prinus 科 図版 1a-1c（No.1） 2a-2c（No.2） 3a-3c（No.3）

4a-4c（No.4） 5a-5c（No.5）

大 の道管が年 のはじめに 1 度 部では で った小道管が に配 する

である。 方 はい つな となる。道管の は 一である。 は同性で と広

の 2 がある。

は から 下部に分布する 高 で シ と ズ シ がある。

は 体的に で である。
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（ ）

今 同 を行った RA04(RA01) 物跡と RA08(RA05) 物跡 RA09(RA06) 物跡から出土

した 化 4 と RD15(RD11)土 から出土した 化 1 は いずれも であった。

RA04(RA01) 物跡出土の資料 No.1 と RA08(RA05) 物跡の資料 No.2 RA09(RA06) 物跡出土の

資料 No.4 は 部 RA08(RA05) 物跡の マ 面 地土出土の資料 No.3 は 料 と推測され

る。RD15(RD11)土 出土の資料 No.5 は 不明である。

は 当たりの い 次 な によく 育する。 は で 部 や 具 な 多 に利

されるほか 料 としては 持ちが い（ ・山田編，2012）。

【 ・参考文献】

井信 （1996） の大百科 394p， 書店

・山田昌 編（2012） の考 学 出土 ー ー 449p， 青社

・ 野 ・ 部 ・内 ・山 和 （2011） 本有 238p， 青社
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の

1a-1c （No.1） 2a-2c （No.2） 3a-3c （No.3）

4a-4c （No.4） 5a-5c （No.5）

a 面 b 面 c 面

第２図版　炭化材の走査型電子顕微鏡写真
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土 の

会社 ・

（ ）

理

No
遺物

(cm・g)

理 現存長 大 大

1
前 22.00 1.68 0.78 33.30 

後 21.80 1.66 0.97 36.30 

2
前 6.58 1.67 0.67 6.40 

後 6.58 1.41 0.67 7.40 

（ ） の

以下に 理 号と遺物 号を 記して 保存 理 で られた所見を記す。

１ は である。

１は 化しきって 部が 洞化する。 面は土 が って 物化がすすみ は残存しない。 は

の こ ができ 部は 洞化する。

（ ）

は以下の で行った。

(1)資料 記録（ ） (2)X (3) リー ・ 理

(4) (5) リ (6) （ ） (7) リ 布

(8) （ ・ 上げ） (9) 理後 (10) 理後記録

（3-1） （ ）

理前の遺物の を記録するため 遺物１ とに １ ずつ ズ一

を して を行った。また 理前の を記録した。

（3-2）X

X 査 置（リ 200EGM2）を して遺物の を し では

別できない遺物の やひ れの有無 密度 を調査した。 は管 80～100kV 管 5mA

間 30 間 0.75mである。 体には ー ー （ ST-VI）

を し IP ー（リ CR-1012）で25 m で読み った。

（3-3）

密 ー（リ ー ー）な を し した 土と不要な の 去を行っ

た。また ー ・ シ ・ を １の で した 浄 で や れを 浄した。

の 理は リ水 で行った。 水に水 化リ 0.25%（0.1mol/L）を かして pH12

前後に調 した を した。 期的に と 度測 を行った。 理の は
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出した 化物 の測 が１リ あたり10mg（ 度 10ppm）以下を目 とした*1。 化物

の測 には Dionex Aquion（ ー シ ー 社 ）を した

（PL.１）。

理は672 間（28 間）行った。 的な 化物 度は１リ あたり1.74mg/L

度は１リ あたり7.47mg/Lである（PL. , ）。

理後 リ 理として 水を しながら24 間 し 水 理として ー に

24 間 した。

PL.1 

（ ）測

分 IonPacAS12A-SC 4mm

料

5mL

（ ー ー 5mL

1.5mL/1 ）

ー IonPacAG12A-SC 4mm

リ 2.7mmol/L

水素 リ 0.3mmol/L Dionex ERS 500 

ー

リ ー

1.5mL/min

料導 25µL

PL.2 の の ( )

測
理

間

(h)

化物

Cl

(mg/L)

SO

(mg/L)

開 0 - -

1 96 2.43 16.51 

2 168 1.72 7.75 

3 264 1.73 8.03 

4 336 1.74 7.26 

5 432 1.67 7.30 

6 504 1.71 6.66 

7 600 1.78 6.51 

8 672 1.74 7.47 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0 96 100 168 200 264 300 336 400 432 500 504 600 672 700

イ
オ
ン
濃
度（

㎎
/L

)

処理時間(h)

PL.3 脱塩溶液の陰イオン溶出濃度の経過（グラフ）

塩化物イオン
Cl⁻ (mg/L)

硫酸イオン
SO₄ ²⁻ (mg/L)

0 100       200      300       400       500      600      700

▼脱塩終了基準値(10.0㎎/L)
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（3-4）

理後は を行った。 後に 去可能な を リー した。

（3-5）

には リ NAD-10 30% を した。 は0.1mPa以下で

間 して18 間 置し り出し後7 間 を行った。 目・ 目は１ 間 して 間 置し

り出し後は シ で 分な を いて60 24 間の を行った。

（3-6） （ ）

１は シ を いて した。 部の 間や には に ー マ

ー や ー を したものを いて した。

（3-7）

面保護を にするため に した を ～ して 度 布 した。１ 布

とに を行った。

（3-8） （ ）

部分は 後 リ シ で と 和感のない 度に した。 の光 が目立つ遺物に

は 面につや しの リ ーを１～ 度 した。 後に60 24 間の を行って

理 とした。

（3-9）

理前の遺物の を記録するため 遺物１ とに １ ずつ ズ一

を して を行った。

（3-10）

理後の を記録した。

*1） 井 2009 年「出土 の保存と 応」同 社
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（ ） に と

名

リー

ー

(和光 )
ー ・ シ ・

を １の で した

浄 で や れを 浄した。

シ

(和光 )

(和光 )

リ
B-72

(Rohm&Haas)
に 10% 度で かしたも

のを ひ れの保護のために

布。
(和光 )

理・

化 理
リ

水 化リ

(和光 )

の 理に 。 水に

0.25% 度（0.1mol/L）で か

し pH12 前後に調 して 38 間

理に 。

・ 布

リ
NAD-10

(Rohm&Haas)

に 30% 度で

かしたものを に 。

0.1MPa 以下 間 常 間

置。 。

SN-1

(和光 )

・ ・

シ ( シ)
遺物の 部の ・ 原

に 。

ー マ ー

（ 事）
所の に 。

リ の具
リ シ

（ ）
部の けに 。

つや し 料

ー ー

つや し リ

（ ）

リ の 明・つや し

ー。 面 理として 度

した。
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第３図版　鉄製品保存処理作業工程写真
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第４図版　処理No.1 鉄製品　保存処理前・後写真
（RA08 竪穴建物跡出土　刀子）

84 85



第５図版　処理No.2 鉄製品　保存処理前・後写真
（RA07 竪穴建物跡出土　刀子）
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第５図版　処理No.2 鉄製品　保存処理前・後写真
（RA07 竪穴建物跡出土　刀子） 第６図版　鉄製品　Ｘ線写真
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第 第 次調査 要

10 年 21 で 同住宅 に う の提出があり，同 に 調査を したとこ

ろ， 物跡と 跡を 出し土師 の出土があった。協議の結 ，事 主 による 調査を

することになり，同年 10 から同 20 に 1,268 を に本調査を した。

この調査の図面や調査所見な の記録は， 11 年 12 の盛岡市文化財調査 で した。残存資

料を に 要を報告する。出土土 は別 に保管されていたため無事であった。 は したが， 出

された白 きから 元した。第 次調査 地であり遺跡の理解のため 要を報告する。

（第 47～50 図・第 25 図版）

（ ）

遺 出面は 土 下の ～ 土 である。 物跡 （RA01～03），土 （RD01～05），

跡 （RG01・02），遺物 １ 所を 出し，土師 ，土 ，土 が出土した。調査 南端

には，遺物 を する 西に る自 地が広がり，遺跡の南端に当たると考えられる。

（ ） （第 47 図・第 25 図版）

（RA01 03）

01 は，南北 6.2 ， 西 7.0 の方 を する大 の 物跡である。 マ は北 につく。

化 が出土していることから， したものと考えられる。南 内 の から，南の自 地

る 01 跡と 続し， 水 と考えられる。 02 は，南北 4.0 ， 西 4.5 の方 を する

の 物跡である。 03 は一 4.5 の 物跡である。南 のみの 出で，詳細は不明であ

る。出土遺物や遺 から，いずれも 世紀後 のものと考えられる。

土 （RD01 05）

の土 を 出した。 物跡と同 期の 世紀後 のものと考えられるが，詳細は不明。

（RG01 02）

01 は， 50cm ほ の 跡で， 長 9.5 ほ を 出した。 01 物跡の南 内 の か

ら，南の自 地に ることから， 物跡内部からの 水 と考えられる。 01 物跡と同

期の 世紀後 のものと考えられる。

02 は 80cm 前後， 長 19 ほ を 出した。調査 南部に 西に る。 期や は不明である。

調査 南端部に 西に る自 地を 出した。遺物 を している。遺物は 物跡と同じ

世紀後 代のものである。当 期集 の南端部と推測される。

（ ） （第 13 ・第 48～50 図・第 25 図版）

の出土遺物がある。土 はす て土師 である。結 報告文書には， が

出土した記載が見えるが，盛岡市文化財調査 の により したと考えられる。
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土師 は， を主体としつつも，体部 面の が不明 であり，内面には が められない。 面調

は， ，内面 理が主体である。土師 は， 大 が 部にあり， 部は 立 に

く して立ち上がり， 部内面は 化している。 面調 は， を主体に， ，

がみられる。 は，体部 に 大 があり， 面は の調 が められる。 世紀後

の年代が考えられる。

と

本調査 内から の 物跡， の土 ， の 跡，１ 所の遺物 を 出した。

出土遺物の様相からす て 世紀代のものと考えられる。南 部が 地に ることから，遺跡の南端に当

たる。 地域も めた 世紀代の 物跡の出土 から， の 物跡のうち，RA01 は を

える大 ，RA02,RA03 は に分 される。

RA01 の南 部から南 跡が 地に かって る。調査所見では， 土の から 物跡内部の

水のための 跡と考えられる。

RA01 と RA02 の出土遺物に 期的 は められないことや， マ 方 はほぼ同じ方 を いているこ

とから，同 期の存在が される。当 期の の集 同様に，大 の 物跡１ と 小 の

物跡が で一 期の を したと考えられる。

47

RA03

RA02

RA01

RG02 RG01

RD01

RD04RD03RD02

RD05

低地

低地

0　　     1:300  　    10m

第 46 図　荒屋遺跡第３次調査全体図（S＝1：300）第 47 図　荒屋遺跡 第３次調査全体図
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13 土
cm

100 48 25

RA01

44 SW B 7.1 17.2

101 48 25 2 K 22.0 18.1

102 48 25 3 19.9 15.2 13.6 7.4

103 48 - 62
NE

Pit
15.5 8.2

104 48 25 63 K 3.9 6.0 5.0

105 48 25
1 Pit

4.0 2.5 1.2

106 49 25

RA02

33 Pit2 A3 5.4 11.4

107 49 25 37 NW B 7.1 12.0

108 49 - 1 K1 22.4 18.3

109 49 25 7 21.0 17.0 14.2 8.1

110 49 25 6 28.1 19.2 17.3 8.6

111 49 25 47 B 17.8 20.1

112 50 - 9 NE 13.9 7.0

113 50 - 25 NE J 20.2 10.0

114 50 25 18 J 18.4 28.8

115 50 25 51 B 30.9 18.8 32.6 9.7
,

,

48 RA01 土第 48 図　RA01 竪穴建物跡出土遺物

100（RA01－SW－B層）

102（RA01－カマド西－床面） 104（RA01－東ソデ－K層） 105（RA01－カマド東 pit）

101（RA01 カマド西袖－K層）

103（RA01－NE pit－構築面）

0 1：3 10㎝
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第 49 図　RA02 竪穴建物跡出土遺物 ⑴

106（pit②－A3 層）
107（NW－B層）

108（カマド西ソデ－K1層）       

109（床面）

110（カマド東－床面）

111（B層）

0 1：3 10㎝
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第 50 図　RA02 竪穴建物跡出土遺物 ⑵

112（NE－床面）

114（カマド火床面東側－J層）

115（B層）

113（NE－J 層）

0 1：3 10㎝
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第

の と

（1） の

第 次調査 では，12 の 代の 物跡（RA04～13，RE01・02）， 代以 の土 11 （RD06～16），

跡 （RG01・02）を 出した。以下特筆事項を する。

物跡のうち，RA04～13 は マ が有り，RE01・02 は マ が無い。

RE02 は調査 に るため マ の存在は不明であるが，北 に ー の部分を した。

ち ったところ，地山 シ を り残して されていた。 土 や出土遺物から， 代・

代の 物跡と考えられるが，この 代の明 な ー がある 物跡の は管見に いて見つ

けられない。 から， 物の マ で されたものか，出 部と考えられる。 の

物跡は北 に マ を けるものがほとん であること，出土遺物 が ないこと， ー の の

面から マ に えそうな長さ 30cm と 15cm ほ の川原 が出土したことから， マ に

された 物跡の可能性を したい。

このほか マ のある 物跡については後 する。

土

RD06・07・09・13・14 は， 出や 土の ， 関係から， 代以 の物と考えられる。

RD09 は一見すると 物跡のような 面 だが， 面や 土の から 等に う土 と推察される。

RD08・10・11・12・15・16 は， 出や 土， ，出土遺物から 代・ 代の物である。

RD15 は， 土が した 土の から， り し を かれた土 と考えられる。 から土師

が出土している，また， 土 内出土 化 の 性 素年代測 では， の も され

るが， 世紀 ば～ 世紀前 の年代が られている。 土 から土 の出土が ないことから土 遺

の可能性は いが， 同 から を に らかの を いた土 と考えられる。

RD16 は RA13 物跡の 土を り んで されている。 され が進 の 地となった

物跡を り んだと考えられる。同様の事 は，近 の高 遺跡では ～小 の 物跡のいく

つかにみられる。 俗 の可能性が されているが， 土 の可能性も できよう。

RG03・04 跡 は， 土 下から り まれて り， 代の 物跡や土 と し しい。こ

のことから，詳細な 期は不明だが， に う水 や地 な の 跡だろう。

第 50 図　RA02 竪穴建物跡出土遺物 ⑵

112（NE－床面）

114（カマド火床面東側－J層）

115（B層）

113（NE－J 層）

0 1：3 10㎝
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（2） の との

本遺跡の 200 北 に近 する高 遺跡報

告に いて， マ が された 物跡 31

の マ 方 ， 面 の を行っている。

屋遺跡の第 次 第 次調査で調査した マ

のある 物跡 13 についても，高 遺跡と

を行った。

（ 14 ）

物跡面 の は， 屋遺跡が 16.08 ，

高 遺跡は 22.6 であり， 屋遺跡の方が小

りである。この面 と の 布図から， 屋

遺跡は高 遺跡よりも， ～小 が多く， が

化している。

（ 15 16 ）

マ の方 は， 屋遺跡は，北 （15 ），北西 10 （77 ），北 １ （8 ）である。高 遺跡

は，北 13 （42 ），北西 16 （52 ），西南１ （3 ），南 １ （3 ）である。

屋遺跡は北西に集 して り，高 遺跡は北から北西に広く分布している。 屋遺跡の方が，北西の

が い。

また，RA12 物跡の マ は， の では無く に寄せて されて り， の 物跡とは

様相が なる。盛岡 ・ 代志波郡内の 物跡のうち， マ 方 が ～南 で， の では無く

ちらかに寄せて マ が されたものは， 世紀以 の 代の 物跡の特 とされる。RA12

物跡は出土遺物が なく，遺物から 期を明 にはできない。高 遺跡に いても， マ が

された 31 の 物跡のうち，南 き，南西 きが１ ずつ されている。高 遺跡のこの

は，土 から明 な 期 は見られないことから，小 期 や集 内の ーの一 の可能性が

されている。RA12 物跡も同様の ができよう。土 の特 については後 する。

の （第 図版）

RA08・11 物跡に いて， マ 土内の に土師 を伏せ， に て している。

代志波郡内の 物跡には，川原 を う事 と に，まれに見られる事 である。

この マ として われた土師 には， 部先端を 図的に ち いた 跡がみられるもの

がある。RA11 物跡出土のものには， の に する 称 の 所を ち いたようにみえるも

のもある（第 図版 89）。

遺物 浄後の 理 に 見したため，調査現場記録 でもこの ち きの 置関係は不明である。

マ として に 体 て える 置の目 としたのか， としての 能を え マ と

して うという 的な行 なのかは不明である（ 供える際に の 部の を ち いて を開ける事

）。 の出土事 との が 要だ。
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RA11 土 土土 の

15 の

16 の

RA02 RA01 RA06
RA10 RA04 RA09
RA11 RA13 RA05
RA08(新) RA07 RA12

RA020 RA007 RA001 RA021
RA008 RA010 RA033 RA009
RA022 RA003 RA015 RA006
RA027 RA012 RA005 RA030
RA028 RA014 RA011 RA026
RA002 RA018 RA024 RA004
RA025 RA019 RA023 RA029
RA013 RA02 RA01 RA06
RA10 RA04 RA09 RA11
RA13 RA05 RA08(新) RA07
RA12

北

西 東

南

         北

西                   東

南

90　RA11 カマド K層出土89　RA11 カマド K層出土32　RA08 カマド K層出土

a

b

a
b

第 ７ 図版　RA11 竪穴建物跡　カマド構築土内出土土師器甕の口縁部

跡 竪穴建物跡

RA02 RA01 RA06
RA10 RA04 RA09
RA11 RA13 RA05
RA08(新) RA07 RA12

跡 竪穴建物跡

RA020 RA007 RA001 RA021
RA008 RA010 RA033 RA009
RA022 RA003 RA015 RA006
RA027 RA012 RA005 RA030
RA028 RA014 RA011 RA026
RA002 RA018 RA024 RA004
RA025 RA019 RA023 RA029
RA013 RA02 RA01 RA06
RA10 RA04 RA09 RA11
RA13 RA05 RA08(新) RA07
RA12

北

西 東

南

  北

西         東

南
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（3）土 の

屋遺跡の第 次 第 次調査では， ( )不 の土師 のみが出土して り， を

した土 （ 恵 ，あかやき土 ）は出土していない。 は， ・高 ・ ・ ・ である。これ

は 代・ 世紀代の集 出土土 の 的な 関係といえる。

の特 とに分 した（第 17 ）。 物跡 との出土は，第 18 のと りである。

は体部 面の や があり， 部 面は と が大 を める。 の で特筆す きは，RA09

出土のものが げられる（第 39 図，第 19 図版 55）。 は のようにも見えるが，

で，内面 理 が され， 面に で 切り 跡を したかのような調 が見られる。

は， 大 が 部にあり， 部 面に があるものも一 が， のみや や が無いものも

まれる。内 面は よりも が多く， も一 まれる。 面調 は ， ，

い 調 が多く， ズリは ない。 を面 りするものは RA09 物跡出土に られる。

また， は，RA07 物跡出土のものは やや下部に 大 をも有する下 れな で，RA08

物跡と第 次調査 RA02 物跡出土のものは 上部に 大 を有する。

この土 の細分と出土 物跡の関係を第 18 から の結 ， 屋遺跡も高 遺跡報告にもある

ように， 物跡の分 と土 の分 に，特 的な関係性は見いだせない。

ただし，RA09 物跡は に の がまとまって出土するな ，土 の出土 が の遺 よりも多

い（第 39～42 図，第 51 図）。出土 から 上面以下出土の土 は， 物跡が 能していた

の遺物で，それ以上の 出土土 は

まりかかっている で した遺

物と考えるのが一般的だろう。この土

を 察すると， 面 面 上

出土の には有 （a1）が まれ

るが， には有 または の

の （a2,b2）のみが出土し有

（a1）は まれていない。さらに，

面 上出土の の内 面は

または であるが， 上面以

17 土土 の

の

分類 面 分 面

有

1

2

3

1

2

3

無 ，無

1

2

3

の

分類 分 分
面

体部下

1 有

2

3 無

体部上

1 有

2

3 無

部

1 有

2

3 無

51 RA09 土土第 51 図　RA09 竪穴建物跡出土土器垂直位置
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18

分 は高 遺跡報告の分 に った。（盛岡市教育委員会 2009）

北 マ N8.0ºE～12.0ºW， 北 マ N18.0 ～22.0ºW， 北西 マ N26.5 ～36.0 ，

北西 マ N42.0 ～47.0ºW， 南西 マ ， 南 マ ， 北 マ

分

類
遺構名 カマド方向

長軸

(ｍ )

短軸

(ｍ )

面積

(㎡)

規模

分類
周溝

仕切

溝

土坑

重複

袖

芯材
坏 分類 甕 分類

To-

a

B
RA02 N20ºW 北 4.6 4 18.4 中 c1,c2 c1 ｱ,c1 ｲ

RA01 N23ºW 北 6.8 6 40.8 大 ○ ○ b1 c3 ｱ

C

RA06 N25ºW 北西 3.2 2.9 9.28 小 b1 ―

RA10 N29ºW 北西 4.1 4 16.4 小 b2,c2 Ａ層

RA04 N32ºW 北西 3.2 3 9.6 小 c2 ｳ ―

RA09 N34ºW 北西 3.9 3.8 14.82 小
a1･2,b1･2,

c1･2･3

c1 ｱ･ｳ,

c2 ｳ,c3 ｲ

Ａ１

層

RA11 N37ºW 北西 3.8 0.9 14.44 小 土器・礫 c1 ｱ･ｲ,c3 ｳ ―

RA13 N39ºW 北西 2.9 2.7 7.83 小 ○ ―

D

RA05 N42ºW 北西 4 3.3 13.2 小 a1,b2,c1 Ａ層

RA08(新) N45ºW 北西 5.8 4 33.64 大 ○ ○ 土器 a1,c1 c1 ｲ,c3 ｲ･ｳ, Ｂ層

RA08(旧) N45ºW 北西 ― ― 大

RA07 W39ºN 北西 3.8 3.7 14.06 小 a1,c1 Ａ層

G RA12 E44ºN 東北 3.4 3 10.2 小 c1 ―

RA03 － － 3.8 0.5 14.44 中

RE01 － － 2.8 2.6 7.28 小 Ａ層

RE02 － － 3.9 2.7 15.21 小 Ａ層

分

類
遺構名 カマド方向

長軸

(ｍ )

短軸

(ｍ )

面積

(㎡)

規模

分類
周溝

仕切

溝

土坑

重複

袖

芯材
坏 分類 甕 分類

A

RA020 N8ºE 北 6.55 5.1 51.09 大 ○ ○ a2,b2,c1･2 b1 ｲ,c1 ｳ

RA007 N3ºW 北 4.01 4.17 16.72 中 ○ c2

RA001 N5ºW 北 4.36 4.2 18.31 中 c1 ｲ

RA021 N8ºW 北 4 4.1 16.4 中 ○ ○ a1･2,c1 c3 ｳ

RA008 N12ºW 北 4.39 5.07 22.26 中 ○ c1 ｲ･ｳ

RA010 N12ºW 北 4.16 4.41 18.35 中 ○ a1

RA033 N14ºW 北 2.35 2.4 5.64 小 a1,c3 b1-

B

RA009 N18ºW 北 4.66 4.75 22.14 中 a1･b2

RA022 N19ºW 北 3 4.95

RA003 N20ºW 北 4.46 4.55 20.29 中 ○ a2 c1 ｱ･ｳ，c3 ｱ･ｲ

RA016 N20ºW 北 4.02 4.26 17.13 中 b2,c1 c3 ｲ

RA015 N21ºW 北 5.34 5.99 31.99 大 ○ 土器 b1･2･3 b2 ｱ,c1-

RA006 N22ºW 北 5.67 5.91 33.51 大 ○

C

RA027 N26.5ºW 北西 3.2 3.55 11.36 小 ○

RA012 N27ºW 北西 5.83 6.56 38.24 大 ○ ○ a1,b3

RA005 N28ºW 北西 5.05 5.55 28.03 大 ○ 土器 a1,c2 b2 ｳ,c3 ｲ

RA030 N28.5ºW 北西 6.4 6 38.4 大 ○ ○ 土器 c1 c1-

RA028 N29ºW 北西 3.85 4.3 16.56 中 礫

RA014 N30ºW 北西 3.48 3.5 12.18 小 ○

RA011 N32ºW 北西 4.26 3.54 15.08 中

RA026 N33.5ºW 北西 6.95 6.8 47.61 大 ○ ○ 土器 ｃ1 c1 ｲ,ｃ2 ｳ

RA002 N36ºW 北西 4.66 4.88 22.74 中 ○ a1 c3 ｳ

RA018 N36ºW 北西 5.32 5.96 31.71 大 ○ ｃ1,ｃ3 c3-

RA024 N36ºW 北西 6.8 7.1 48.28 大

RA034 N36ºW 北西 3.3 2.8 8.96 小

D

RA004 N42ºW 北西 4.83 5.2 25.12 大 c3 c2 ｲ

RA025 N43ºW 北西 3.1 3 9.3 小 ○

RA019 N47ºW 北西 3.57 3.54 12.64 小 c3 ｲ

RA029 W37ºN 北西 4.35 4.84 21.05 中 ｃ1 ｲ

E RA023 W27ºS 西南 3 2.95 8.85 小 ○ ｃ1 ｳ

F RA013 S23ºE 南東 2.91 3.07 8.93 小
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上から出土した の内 面は と で， が まれない。 の体部 面調 は， 上面以上出土

の には ズリ調 が見られる。これらのことから， 面 面 上出土の土 と 上面以上出

土土 とでは，後者が かに しい様相を持っていると える。一方， の の面 りが されている

ものが まれるな ， 通する様相を持った土 も存在することから，その 間 は小さいだろう。

また， 上面以上の土 の出土 は， 物跡の南 に集 して り， 体 との が せず

その場で れたように出土したことから，南 から げ まれた可能性が できる。南に する RA08

物跡は 分の が調査 に るが，第 次調査 内では 大 の 物跡であり， 一

マ を り えていることから， の 物跡より長期間存続した集 の 的な 物だったと

える。しかし出土遺物 は多くはない。 像を しくすれば，RA08 物跡の住人が マ の 調に当た

り， マ の不要な土 を する 地の RA09 物跡 したとは考えられないだろうか。

（4）土

（第 30 図 4，第 20 図版 4）， 土 （第 37 図 46，第 21 図版 46）

RA04 物跡の から手 く の ，RA08 物跡の 道 から小 土 が出土した。

RA04 物跡出土 は， な りであり 等は不明。RA08 物跡出土小 は， マ 道

近から出土した。 面は 調 ，内面は 調 が され，内面に が して り，

の物が っていたか。 明 の も考えられるが，詳細は不明である。

な ，第 次調査 RA01 物跡から小 の 土 が出土している（第 48 図 104，第 25 図版 104）。

土 （第 43 図 87，第 23 図版 87）

RA10 物跡の 面から１ 出土した。 面 は長方 に近い を する。上面や下面は で ま

ず， も無く，ほぼ に されている。 面は ，上面下面は 調 が される。

な ，高 遺跡からは 14 出土している。 も多い RA08 物跡からは 体出土し，ひとつの

代集 では 出した出土 といえる。高 遺跡出土の は， 面が みを る物，上面が 物，

面の上面と下面の が大きい の物が多く， 面調 も 面 が多い。

このことから，本遺跡 RA10 物跡出土の土 の方が，高 遺跡出土の物より しい特

を持っている。

土 土

土 や の出土は RA06 と RA08 に られる。な 第 次調査の RA01 物跡からも が出土して

いる（第 48 図 105，第 25 図版 105）。

い 土 に されていない土 が RA06 物跡から１ （第 32 図 21，第 20 図版 21）出土し

た。 い 土 の 部を した土 が，RA08 物跡から （第 38 図 47・48，第 21 図版 47・

48）出土した。また は，RA06 物跡から１ （第 32 図 22，第 20 図版 22），RA08 物跡から１

（第 38 図 49，第 21 図版 49）出土した。 はいずれも 部分より上部が している。
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土

土 を細長く手でこ て， したものが 出土した。

RA05 物跡 出土の物は， を する（第 31 図 16，第 20 図版 16）。 等不明。RA09 物

跡 マ J から出土の物は，細長い を し，一端は別の土 等に していたようにも見え，また一

端は たく されている（第 42 図 80，第 23 図版 80）。 かの 部が した可能性が考えられる。

（5） （第 33 図 29，第 38 図 50，第 ・ ・24 図版）

RA07 物跡の 道 土 J と RA08 物跡の 面から， が１ ずつ出土した。RA07 のものは

部の一部のみ残存して り 化が しい。RA08 のものは切先と が している。（第 参 ）

（6） （第 31 図 15，第 38 図 51・52，第 20・21・24 図版）

RA05 物跡から 岩の ，RA08 物跡から の が出土した。それ れ 跡が

められる。

また RA08 物跡 土 から， の川原 では見られない の cm の自 の小 が

出土した（第 24 図版 200・201）。盛岡 では見られないものであり， 田から青森にかけての 本

岸，出 方面等との の可能性も考えられる。事 と の分 が 要だ。

の に

以上の調査 から，本遺跡の 代集 の歴史的 や 期ついて考察する。

まず盛岡 地域の 世紀から 世紀 頭の を する。本地域の 世紀は， の在地 （

シ）社会 の 的な がとられていた 期である。 は 世紀代の岩手県南部 の 事行 に き

続き， 世紀 頭に地域支配と 営 として （ （802 年・ 市水 ），志波 （803 年・市内

下 田）， （811 年 ・ 町西 田））を 営した。

集 では， 世紀 頭の 置以 ，土 に 恵 やあかやき土 といった「官」的様相が見られ

るようになる。在地 の土師 は， を り れながらも，伝 的な内面に と 理

を し続ける。 置以 ，官から在地 があり，土 様相が 化していったことがうかがえる。

世紀以 はそれまで集 が無かった場所に集 が し， 物の も する。これらの集 は，

それ以前から存続する集 同様に大 物跡１ と の ・小 の 物跡が のように分布し

一 期の集 を する。 末期 も られ続け，家 長 の 社会が される。この には，

化や による 力 上に い，地域社会の 化による人 が推測される。

が 営され 治下に った 世紀以 は， 物跡の や 物跡の出土遺物の や が 化

する は見られ， マ 方 が ～南 きで の では無く ちらかに寄って られるようになる。

それでもな ， 末期 は継続することから の大きな 化は見られない。 置以 も在地

社会は前代の様相を保持し， 置によって地域社会が に 化したとは えない。

これらを まえ，本遺跡の集 様相と 期を推察する。

本遺跡今次調査出土土 には， 恵 やあかやき土 ， 土師 のような「官」的な要素は見て
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れず，それ以前から続く在地土 様相の に さまる。 物跡の マ 方 は めて北西に集 し，

マ は に される。これは 世紀代の特 だが， 物跡の は ～小 に 化してきて

り，これは 世紀以 の しい集 の特 でもある。

性 素年代測 の結 は，RA04・08・09 物跡出土 化 の年代にあまり は無く，

の で 世紀 ばから 世紀後 の年代が示されている。

物跡相互の前後関係は，土 や マ 方 の特 からの細かい 期 分は である。 いて

げれば 白 山 （ 和田 山 ・915 年 下）の が 土の上 と で 間 を できる

が， 物跡 による 度の いが され，明 な 間 は見いだせない。

近 の高 遺跡では，出土土師 の様相は本遺跡と大きく わらないものの， かに のあか

やき土 や 恵 が出土し， 世紀末から 世紀 頭（第１四 期）の年代を している。

また， 遺跡（市内上 田）の RA026 物跡は，西 に マ が され， 不 で

内 面 調 を した土師 ， 部に や がない土師 ，内 面が の土師 ととも

に， が大きい 切りの 恵 が して出土し， 世紀末から 世紀 頭の年代 が提示されてい

る。 遺跡の は， 恵 の存在を けば本遺出土土師 とよく た様相である。しかし， 遺跡

の事 は，RA026 物跡がもっとも い 物跡であり，この 期に集 が したと考えられてい

る。 せて志波 から１km ほ の と近 して り，官的な を けつつ した集 と考えられる。

以上のことや先行研究 から，本遺跡 代集 は志波 営前後にも からの をあまり けずに

存在した在地 の集 であり，存続 期は 世紀第 四 期から 世紀第１四 期と される。

（今野公顕）
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「ちょうえんぼう」に

地権者 くから住 住民の では，第 次調査 の場所は「ちょうえんぼう」，「ちょうえんぼ

うの畑」と ばれ，「 ，南 に き水があり，ちょうえんぼうという 坊さんがいた。」と伝わっている。

また「ちょうえんぼうは北から た。」という もあるという。今のところ，本遺跡 その近 の 調査

で，寺院跡や僧坊跡，仏具等は見つかっていない。この「ちょうえんぼう」について，文献史料等から推測

できることを以下にまとめる。

（ ） の地

ー で「ちょうえんぼう」と すると，青森県 市 原 大 「長円坊 （ちょうえんぼ

うぼり）」という地名が する。 市立図書館によれば，地名の由 は不明で近くの祠を管理した修験

者の名の可能性がある，とのことであった。

（ ）「ちょうえんぼう」とは

神田より 著『 北地方に ける修験者と権現 』，青森県立図書館『多 院文書』には，「 水村 長円

坊」，「32 五 神明別当 長円坊」と見える。

また，『内史畧(1)前 』「 南 記 巻 寺社修験本末支配 記」には，「 自光坊」内に「田名

部自光坊末 一 長円坊 長後村」，「 院」内に「 院末 一 長円坊 村」，「一 長円

坊 和井内村」，「 一西 院」内に「西 院末 御 下住 一 長円坊 山伏小 」と，長円坊が 見さ

れる。これらのことから「ちょうえんぼう」は，修験関係にしばしば見られる名称のひとつといえる。

（ ）土地の

第 次調査 の地 は，盛岡市永井 25 地 であり， 名は 屋，近世期は 野通永井村に してい

た。本遺跡南 地の地 は，西見前 19 地 であり， 名は菖蒲田(あやめだ)，近世期は見前通西見前村

に していた。また第 次調査 西 民家の現住所は， からの地 があることから， 地の西見前 19 地

である。第 次調査 地権者は西見前在住でもあり，土地の歴史を考える上では永井よりも西見前との

関係性が深いといえる。な 明治 22 年の町村 により，飯岡村永井，見前村西見前となる。 和 30 年には

部村と に 村 し都南村となり， 年に盛岡市に編 し現在に る。

（ ）

都南歴史民俗資料館に残る 和 63 年の都南村文化財調査員調査報告に，次の記録がある。

吉田長一郎氏は都南村文化財調査員を め，村内 地の歴史を調査し記録した。上記報告には現地 が

えられ，本遺跡第 ・ 次調査 が っている。宮崎家の修験道場があったと記されているがその

等は，吉田氏の記録に無く不明である。

宮崎家は，西見前の北野神社の別当職（ 者）を代々 めた家 である。

北野神社は，西見前第 17 地 百 田地内に所在し，明治 代から 前まで社 は村社であった。はっ

きりとした由緒は不明だが，都南歴史民俗資料館の『神社佛閣由緒世代書上帖 志和郡年行 自光坊同行 頼

光院』な の資料によれば，永 (1502)年に くなった頼光院の創 と伝わる。慶長 12(1607)年 のある

仏や， の堂 が残るという。 仏には「北野大明神 南部志和郡見前村別当教学院 物師

  

-

100 101



治 主郷 慶長 五 」（下 筆者 筆）の がある。 仏 に見える教学院は，『神

社佛閣由緒世代書上帖』によれば第五世教学院 である。また第 世教学院 永は，元 11(1699)年に自

光坊 世 山の となり南 坊を名乗り，その後教学院となる。 元(1709)年に自光坊 山から代々

りとしてきた見前村・永井村を霞場（かすみば・修験道信者をまとめる り）とする 文を けた。

自光坊は代々同名を 名し， 代 には盛岡・志和・田名部・ に霞場を有し，53 の末院（末

修験）を し，盛岡藩筆頭年行事（頭 ）を めた。元 (1689)年からは，藩内の本山 も も め

た修験 高 任者の修験 録を め，明治期の神仏分 まで藩内修験道の 高権力者だった。

修験道は自 ・山 信 を とし，仏教(密教)な が し， 代後期に宗教 になったと

われる。 世末から近世 期にかけて，修験者は村や町に し霞や檀 場と ばれる りをもった。

盛岡藩領には 人以上の修験者が り， 民が有力な信 だったという。盛岡藩の社堂を した『御領分

社堂』（ 10(1760)年 立）によれば， 代 期の領内社堂の が修験持ちや俗別当（神仏

から明治 まで，村の社堂を管理する有力者の別当を，百姓身分で めた者。）持ちである。俗別当の多

くは修験者の れをくみ，堂 となり， やまじないな をする 民に身近な宗教者だった。当 の社会

に いて，修験は相当の 力を持っていたことがうかがえる。

代の北野神社別当宮崎家は，自光坊配下として永井村と見前村を霞場とした地域有力者だった。明

治元年の神仏分 ，同 年の修験道 により神職になった第 15 世宮崎求馬が，北野神社のほか永井の多賀

神社な 15 ほ の神職を 職したことからもうかがえる。しかし，『神社佛閣由緒世代書上帖』等資料には，

ちょうえんぼうの名は見られない。記録に無い や関係者， 寄せた修験者にちょうえんぼうがいた可

能性もあるが， できない。

（５）この土地に伝わる「ちょうえんぼう」とは

この土地に伝わるちょうえんぼうには，北野神社別当宮崎家関係も め，いくつかの可能性が考えられる。

本遺跡から 250 北の永井第 24 地 地内に，「多賀神社」がある。多賀神社は 代には 野通永

井村に 置し，明治 代から 前まで 飯岡村村社であった。由 ははっきりしないが盛岡藩 部 部

門の創 と伝わり，永井村の 土神として 信を集めたという。『御領分社堂』によれば，清 郎が代々

俗別当を めた。代々の清 郎に，ちょうえんぼうを名乗る修験者がいたかは不明だ。（後 の菖蒲田家 代

清助の四 清 郎が 見前 田に分家している。以 図は不明で多賀神社との関係性も不明。）

本遺跡から 600m 南の西見前第 17 地 地内に，曹洞宗の「 前山 清水寺」がある。『御領分社堂』に清

水寺の寺院持ち社堂として「白山大権現」がみえる。清水寺は別当寺であるため，寺院領内に修験僧坊が存

在した可能性がある。寺社領は 内近くだけでなく， れて所在する場 もある。『清水寺史』によれば，慶

応元(1865)年『 宗門 書上帳』の西見前村・ 見前村の筆頭に「清水寺 曹洞宗 清助」の名前が見える。

都南歴史民俗資料館蔵『飯岡村圖面』(明治 期)の「第 五地 屋」には，第 次調査 や ，

図 な の広 に「藤川清助」の名前が見える。都南歴史民俗資料館の『菖蒲田家 図（ ）』によれば，

屋号菖蒲田の藤川家は 代から 代まで清助を 名し， 代は元治元(1864)年 ， 代は慶応 (1868)年 ，

代は大 (1914)年 である。藤川家は広い土地を持つ有職者と考えられることから，慶応元(1865)年「

宗門 書上帳」の清助（ らく 代）と『飯岡村圖面』の藤川清助（ らく 代）は，代 わりした清助の

可能性が高い。五代清助の項には，「南部利敬公…見前 今宮神社 立シ…今宮神社 藤川氏祠官

リ。 藤川 馬 南部利敬公 リ 領せり」の記載がある。『都南村 』によれば，今宮

神社は 見前にあったが明治 年に北野神社に迎社し，明治 35 年に北野神社 地の 見前（現在地）に
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したとある。今宮神社祠官藤川家と北野神社別当宮崎家の関係の深さがうかがえる。五代清助の項には「清

水寺に田を寄進。宮崎頼光院に宅地続畑一切寄進」の記載も見える。広く土地を持っていた藤川清助が，清

水寺や宮崎家に土地を提供したことがわかる。これらのことから，藤川清助が清水寺檀家内で力を持ち，自

分の土地に清水寺白山大権現や祠官である今宮神社，宮崎家関係の修験者を住まわせた可能性がある。

森毅によれば，「俗別当とは，通常は百姓身分の俗人でありながら，自村のみじかな(原文ママ)社堂を管理す

る…社堂の草創に際しては近在の修験者を遷宮導師に迎えることが多かった。ここに修験者と俗別当との緊

密な相互関係が結ばれた素地があり…」（森毅 1989・PP518）とあることかも上記の推測ができる。

また，「浄念坊」という隠し念仏の導師が和賀方面にいたが，西見前や永井には見られない。

以上のことから，本遺跡の「ちょうえんぼう」について，次のようなことが推測できる。

・ちょうえんぼう（長円坊）は，近世期の修験関係の一般的な名称のひとつである。

・近世期の見前村と永井村は北野神社別当宮崎家の霞場だったため，宮崎家関係の修験者の可能性が高い。

・明治期の地主は屋号菖蒲田の藤川家だった。藤川家は広く土地を持ち，慶応年間の清水寺檀家筆頭だった

可能性があり，南部利敬の際には今宮神社の祠官に任じられた。清水寺や宮崎家に土地を寄進している。

・北野神社，清水寺白山大権現，多賀神社，今宮神社，いずれかの修験者が宮崎家と藤川家によって招聘さ

れ，藤川家の土地に僧坊を営み，長円坊を名乗っていた，もしくは置かれた僧坊名だった可能性がある。

以上のことが伝承として，伝わっていると推察できる。ほかの名では無く長円坊の名前だけが残っている

ことから，特に人々の記憶に残る修験者だったのかも知れない。具体的な人物像等は不明だが，今後の資

料調査により分かることも出てくる可能性があろう。

このような小さな地域伝承は，記録が無いことから一度忘れ去られると無かった物と同様になってしまう。

ちょうえんぼうの詳細は明らかにすることはできなかったが，本報告書に記録することで，地域の歴史の一

端として保存継承できればと願う。

本稿執筆にあたり，誉田慶信氏（盛岡市文化財保護審議会会長，岩手県立大学），大沼信忠氏（元盛岡市教

育委員会），そして特に都南歴史民俗資料館の藤川里恵氏から多大なる御教示を賜った。末筆ながら記して感

謝申し上げる。                                  （今野公顕）
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第８図版　第５次調査区　全景写真（1）

調査区 景（東 から）

調査区全景　 （ ・1 500）
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第８図版　第５次調査区　全景写真（1）

調査区 景（東 から）

調査区全景　 （ ・1 500）

第９図版　第５次調査区　全景写真（2）

調査区 景（北東 から）

調査区 景（北 から）
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第 10 図版　第５次調査区　全景写真（3）

調査区 景（南 から）

調査区 景（南 から）
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第 10 図版　第５次調査区　全景写真（3）

調査区 景（南 から）

調査区 景（南 から）

RA07 竪穴建物跡土器 2・3(33 2 ) 土 （南から）RA07 竪穴建物跡　断面（東から）

RA07 竪穴建物跡　全景（南から）RA06 竪穴建物跡　全景（南から）

第 11 図版　第５次調査　遺構 (1)　RA04 ～ 07

RA05 竪穴建物跡　土器 3（31 ） 土RA05 竪穴建物跡　全景（南東から）

RA04 竪穴建物跡　断面（南から）RA04 竪穴建物跡　全景（南から）
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RA0 竪穴建物跡  土器 (37 46) 土RA0 竪穴建物跡　 査（ から）

RA0 竪穴建物跡　 査（ から）RA0 竪穴建物跡　

第 12 図版　第５次調査　遺構 (2)　RA08

RA0 竪穴建物跡　断面RA0 竪穴建物跡　断面

RA0 竪穴建物跡　全景（ から）RA0 竪穴建物跡　全景（南から）
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RA0 竪穴建物跡  土器 (37 46) 土RA0 竪穴建物跡　 査（ から）

RA0 竪穴建物跡　 査（ から）RA0 竪穴建物跡　

第 12 図版　第５次調査　遺構 (2)　RA08

RA0 竪穴建物跡　断面RA0 竪穴建物跡　断面

RA0 竪穴建物跡　全景（ から）RA0 竪穴建物跡　全景（南から）

RA09 竪穴建物跡　土器 9 土
(39 53 39 63)

RA09 竪穴建物跡 土器 1 6 土
(41 72 42 79 41 70 41 74 41 71 39 55)

RA09 竪穴建物跡　 査（東から）RA09 竪穴建物跡　全景（南から）

RA0 竪穴建物跡　 査RA0 竪穴建物跡　 査

RA0 竪穴建物跡　 　全景（東から）RA0 竪穴建物跡　 （ から）

第 13 図版　第５次調査　遺構 (3)　RA08 ～ 09

1

6

5

4

3

2

9
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RA10 竪穴建物跡　全景（東から）RA10 竪穴建物跡　全景（南から）

RA09 竪穴建物跡　 査（東から）RA09 竪穴建物跡　 査（ から）

第 14 図版　第５次調査　遺構 (4)　RA09 ～ 10

RA09 竪穴建物跡　 査（南から）RA09 竪穴建物跡　 物 土 （ 面）

RA09 竪穴建物跡　 土断面（東から）RA09 竪穴建物跡　 土断面（南から）
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RA10 竪穴建物跡　全景（東から）RA10 竪穴建物跡　全景（南から）

RA09 竪穴建物跡　 査（東から）RA09 竪穴建物跡　 査（ から）

第 14 図版　第５次調査　遺構 (4)　RA09 ～ 10

RA09 竪穴建物跡　 査（南から）RA09 竪穴建物跡　 物 土 （ 面）

RA09 竪穴建物跡　 土断面（東から）RA09 竪穴建物跡　 土断面（南から）

RA11 竪穴建物跡　 （東から）RA11 竪穴建物跡　 （ から）

RA11 竪穴建物跡　土器 1 土RA11 竪穴建物跡　 全景（南から）

第 15 図版　第５次調査　遺構 (5)　RA10 ～ 11

RA11 竪穴建物跡　全景（ から）RA11 竪穴建物跡　全景（東から）

RA10 竪穴建物跡　 物 土 (土器 土製 )RA10 竪穴建物跡　 （南から）
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R 02 竪穴建物跡 全景（東から）R 01 竪穴建物跡　断面（ から）

R 01 竪穴建物跡　R 01 竪穴建物跡　全景（南から）

第 16 図版　第５次調査　遺構 (6)　RA12･13，RE01･02

RA13 竪穴建物跡・R 16 土 　断面・ 物 土RA13 竪穴建物跡　全景（南東から）

RA12 竪穴建物跡　断面（南 から）RA12 竪穴建物跡　全景（南 から）
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R 02 竪穴建物跡 全景（東から）R 01 竪穴建物跡　断面（ から）

R 01 竪穴建物跡　R 01 竪穴建物跡　全景（南から）

第 16 図版　第５次調査　遺構 (6)　RA12･13，RE01･02

RA13 竪穴建物跡・R 16 土 　断面・ 物 土RA13 竪穴建物跡　全景（南東から）

RA12 竪穴建物跡　断面（南 から）RA12 竪穴建物跡　全景（南 から）

R 0 土 （北から）R 07 土 （南から）

R 06 土 （南東から）R 02 竪穴建物跡　 断面

第 17 図版　第５次調査　遺構 (7)　RE02，RD06 ～ 08

R 02 竪穴建物跡　 断面R 02 竪穴建物跡　断面

R 02 竪穴建物跡　断面（東から）R 02 竪穴建物跡　全景（南から）

112 113



R 03・04　 断面R 03　 断面

R 11・12・14・15 土 　全景（南東から）R 13 土 　全景（北から）

第 18 図版　第５次調査　遺構 (8)　RD09 ～ 15，RG03･04

R 12 土 　全景（南東から）R 11 土 　全景（南東から）

R 10 土 　全景（南から）R 09 土 　全景（東から）

RD11

R 15

R 14

RD12

RG04

RD11

R 15

R 14

RD12

RG04
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R 03・04　 断面R 03　 断面

R 11・12・14・15 土 　全景（南東から）R 13 土 　全景（北から）

第 18 図版　第５次調査　遺構 (8)　RD09 ～ 15，RG03･04

R 12 土 　全景（南東から）R 11 土 　全景（南東から）

R 10 土 　全景（南から）R 09 土 　全景（東から）

RD11

R 15

R 14

RD12

RG04

RD11

R 15

R 14

RD12

RG04

第 19 図版　第５次調査　遺構 (9)　トレンチ，作業風景，現地説明会

景　 物

景景　景　

景　景景

景景土 景

断面（東から）　全景（北から）
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面

第 20 図版　第５次調査　出土遺物 (1)　RA04 ～ 07

24　土師器　坏　RA0723 土師器　坏　RA07

22　土製品　勾玉　RA06

21 土製品　玉　RA0620 土師器　坏　RA06

19 土師器　甕　RA0618 土師器　甕　RA0617 土師器　坏　RA06

16 土製品　 　RA0515 製品　 　RA05

 10 土師器　坏　RA058 土師器　坏　RA05

4 土製品　 坏　RA04

3 土師器　甕　RA042 土師器　甕　RA041 土師器　甕　RA04

面

面
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面

第 20 図版　第５次調査　出土遺物 (1)　RA04 ～ 07

24　土師器　坏　RA0723 土師器　坏　RA07

22　土製品　勾玉　RA06

21 土製品　玉　RA0620 土師器　坏　RA06

19 土師器　甕　RA0618 土師器　甕　RA0617 土師器　坏　RA06

16 土製品　 　RA0515 製品　 　RA05

 10 土師器　坏　RA058 土師器　坏　RA05

4 土製品　 坏　RA04

3 土師器　甕　RA042 土師器　甕　RA041 土師器　甕　RA04

面

面

第 21 図版　第５次調査　出土遺物 (2)　RA07 ～ 08

52 器　 　RA051 器　 　RA049 土製品　勾玉　RA0

47・4 　土製品　土玉　RA046 土製品　ﾐﾆﾁｭｱ 　RA045 土師器　球胴甕　RA0

41 土師器　甕　RA040 土師器　甕　RA03  土師器　甕　RA0

37 土師器　甕　RA036 土師器　甕　RA035 土師器　甕　RA0

34 土師器　甕　RA033 土師器　甕　RA032 土師器　甕　RA0

2 土師器　球胴甕　RA0727 土師器　甕　RA0725 土師器　甕　RA07

面　　　　　　 面　　　　　　　 面

47　　　　　　4
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第 22 図版　第５次調査　出土遺物 (3)　RA09

73 土師器　甕　RA0972 土師器　甕　RA0970 土師器　甕　RA09

69 土師器　 　RA0968 土師器　甕　RA09

66 土師器　甕　RA0965 土師器　甕　RA0964 土師器　 　RA09

63 土師器　 　RA0960 土師器　坏　RA0959 土師器　坏　RA09

58 土師器　坏　RA0957 土師器　坏　RA0956 土師器　坏　RA09

55 土師器　坏　RA0954 土師器　坏　RA0953 土師器　坏　RA09

面　　　　　　　　　 面

面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 面
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第 22 図版　第５次調査　出土遺物 (3)　RA09

73 土師器　甕　RA0972 土師器　甕　RA0970 土師器　甕　RA09

69 土師器　 　RA0968 土師器　甕　RA09

66 土師器　甕　RA0965 土師器　甕　RA0964 土師器　 　RA09

63 土師器　 　RA0960 土師器　坏　RA0959 土師器　坏　RA09

58 土師器　坏　RA0957 土師器　坏　RA0956 土師器　坏　RA09

55 土師器　坏　RA0954 土師器　坏　RA0953 土師器　坏　RA09

面　　　　　　　　　 面

面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 面

第 23 図版　第５次調査　出土遺物 (4)　RA09 ～ 11

9 土師器　甕　RA1188 土師器　甕　RA1187 土製品　 　RA10

86 土師器　坏　RA1085 土師器　甕　RA1084 土師器　甕　RA10

83 土師器　 坏　RA1082 土師器　坏　RA101 土師器　坏　RA10

79 土師器　 　RA09

0 土製品　 　RA0978 土師器　球胴甕　RA0977 土師器　甕　RA09

76 土師器　甕　RA0975 土師器　甕　RA0974 土師器　甕　RA09

面　　　　　　　　　　 面　　　　　　　　　　　　　　 面　　　　　　　　　　 面 面

面　　　　　　　　　 面
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第 24 図版　第５次調査　出土遺物 (5)　RA11･12，RE01，RD10，鉄製品，ほか

201 　 　RA0 　200 　 　RA0 　 　99 器　 　 面

9 土師器　坏　R 10

97 土師器　 　R 0196 土師器　甕　R 01

95 土師器　坏　R 0194 土師器　甕　RA1293 土師器　坏　RA12

92 土師器　甕　RA1191 土師器　甕　RA1190 土師器　甕　RA11

29 製品　 　RA07　

50 製品　 　RA0 　 面
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第 24 図版　第５次調査　出土遺物 (5)　RA11･12，RE01，RD10，鉄製品，ほか

201 　 　RA0 　200 　 　RA0 　 　99 器　 　 面

9 土師器　坏　R 10

97 土師器　 　R 0196 土師器　甕　R 01

95 土師器　坏　R 0194 土師器　甕　RA1293 土師器　坏　RA12

92 土師器　甕　RA1191 土師器　甕　RA1190 土師器　甕　RA11

29 製品　 　RA07　

50 製品　 　RA0 　 面

115 土師器　球胴甕　RA02114 土師器　球胴甕　RA02111 土師器　甕　RA02

110 土師器　甕　RA02109 土師器　甕　RA02107 土師器　坏　RA02

106 土師器　坏　RA02105 土製品　勾玉　RA01104 土師器　ﾐﾆﾁｭｱ坏　RA01

102 土師器　甕　RA01101 土師器　甕　RA01100 土師器　坏　RA01

第 25 図版　第３次調査　遺構，遺物 RA01・02

RA03 竪穴建物跡　全景 (南東から )・断面RA02 竪穴建物跡　全景（南東から）

RA01 竪穴建物跡　全景（南から）

第３次調査区　全景（北から）
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代
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跡

～ 代
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土 土 ，

化 等

要

屋遺跡は，これまでの調査に いて， 代の 物跡な 代の集 跡が され

ている。

本調査では， 代～ 代 頭の 物跡や土 を し， 代の地域様相の一端

が解明された。出土土 から 世紀後 ～ 世紀 頭と考えられる。

また，本調査地 では「 ，“ちょうえんぼう”という僧 がいた。」という伝承があり，

調査地 は「“ちょうえんぼう”の畑」と ばれてきた。文献調査の結 ，調査地 近 に近世

期の修験僧坊があった可能性が できる。
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